
行
楽
の
秋
に
…
も
み
じ
狩
り 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
…
運
動
会 

そ
し
て
実
り
の
秋
に
…
元
気
に
育
っ
た
農
作
物 

豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。 

行
楽
の
秋
に
…
も
み
じ
狩
り 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
…
運
動
会 

そ
し
て
実
り
の
秋
に
…
元
気
に
育
っ
た
農
作
物 

豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
毎
月
1
日
・
1
5
日
発
行
 

◎
編
集
・
発
行
／
由
利
本
荘
市
広
報
広
聴
課
（
1
0
1
8
4
－
2
4
－
6
2
3
7
）　
〒
0
1
5
－
8
5
0
1
 秋
田
県
由
利
本
荘
市
尾
崎
1
7
番
地
  ◎
印
刷
／
（
有
）高
野
写
真
印
刷
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２４ 広報ゆりほんじょう 

　小春日和の午後。鳥海山を望む高台にある 
矢島地域中屋敷町内の道路そばのコスモス畑 
では、かれんな花が揺れています。 
　同町内の木村要輔さん（73歳）は、ちょっと 
寄り道した孫の隼人君（矢島小2年）に目を 
細めながら、「間もなく初冠雪する鳥海山は 
自慢の絶景です」と話していました。 

　
東
由
利
地
域
の
高
瀬
小
学
校
（
石
井
満
彦

校
長
）
の
学
校
田
で
九
月
二
十
八
日
、
秋
の

収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
稲
刈
り
前
に
は
雨
も
上
が
り
、
稲
刈

り
作
業
を
体
験
し
た
の
は
５
年
生
十
四
人
と

４
年
生
十
七
人
。
五
月
三
十
日
に
田
植
え
を

し
、
豊
か
な
黄
金
色
に
実
っ
た
「
あ
き
た
こ

ま
ち
」
を
、
農
家
の
方
た
ち
に
教
わ
り
な
が

ら
、
５
年
生
が
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
か
ま
で

刈
り
と
り
、
束
ね
、
そ
れ
を
４
年
生
が
何
往

復
も
し
な
が
ら
慎
重
に
運
び
ま
し
た
。 

　
稲
刈
り
を
終
え
た
児
童
た
ち
の
顔
は
、
収

穫
の
喜
び
を
実
感
し
、
明
る
く
輝
い
て
い
ま

し
た
。 

開催 県森林祭  開催 県森林祭  開催 県森林祭  開催 県森林祭  
　松くい虫被害などで失われた松林の再生を目的とした、市と
県由利地域振興局主催の第３回秋田県森林祭が10月１日、西目
地域の浜山海岸保安林地内で開催されました。 
　さわやかな秋晴れとなったこの日は、市内外から家族連れや
小中学生など、約500人が参加。開会式で植樹の説明を受けた
後、参加者らは、移植ベラで砂を掘りクロマツの苗木をやや深
植えにして、足でしっかりと根元の砂を踏み固め、丈夫で美し
い松林が再生するよう願いを込めてクロマツの苗木約3,000本
を植樹しました。 

収
穫
の
喜
び
実
感 

丈
夫
に
育
つ
よ
う 

願
い
を
込
め
て
植
樹 

全員のチームワークで作業を進める児童 
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ま
た
、
四
月
か
ら
、
児
童
手
当
の
対
象

が
小
学
六
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
額
は
第
一
子
と
第
二
子
に
五
千
円
、
三

人
目
以
降
の
子
ど
も
に
は
一
万
円
で
す
。

　

同
じ
く
四
月
か
ら
、
市
の
単
独
事
業
と

し
て
、
子
ど
も
の
誕
生
に
合
わ
せ
て
第
二

子
に
十
万
円
、
第
三
子
以
降
に
五
十
万
円

の
「
子
育
て
支
援
金
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

  
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
由
利
・
西
目
・

大
内
地
域
の
岩
谷
地
区
で
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
合
わ
せ

て
市
内
十
七
カ
所
で
、
授
業
を
終
え
た
小

学
校
低
学
年
の
児
童
が
指
導
員
た
ち
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
夕
方
ま
で
遊
ん
だ
り
交

流
し
た
り
伸
び
伸
び
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
料
の
負
担
軽
減
に
か
か
る
支
援
で

は
、
一
歳
以
降
の
幼
児
保
育
料
の
助
成
や

乳
児
養
育
支
援
金
と
し
て
０
歳
児
に
月
一

万
円
の
支
給
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
保
育
園
で
は
「
乳
児
保
育
」

「
延
長
保
育
」「
一
時
保
育
」「
障
害
児
保

育
」「
休
日
保
育
」
な
ど
、
就
労
形
態
の

多
様
化
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
対
応
を

図
り
な
が
ら
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
各
保
育
園
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　

こ
こ
ま
で
、
お
お
ま
か
な
子
育
て
支
援

策
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
併
せ
て
こ
れ
ま
で

同
様
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
ひ
と
り
親
家

庭
を
対
象
と
す
る
支
援
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、

地
域
が
一
体
と
な
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

▽
受
付
場
所　

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所

　

ま
た
は
、
市
子
育
て
支
援
課
お
よ
び
各

　

総
合
支
所
福
祉
保
健
課
（
岩
城
総
合
支

　

所
は
市
民
課
）

◇
保
育
所
入
所
申
込
書

◇
家
族
（
六
十
歳
未
満
）
が
子
ど
も
を
保

育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

・
外
勤�
稼
働
証
明
書
（
勤
務
先
か
ら
）

・
内
職�
稼
働
証
明
書
（
内
職
の
発
注
者

　

か
ら
）

・
自
営
・
農
業
＝
稼
働
調
査
書

・
出
産�
出
産
証
明
書
（
病
院
か
ら
）
か
、

　

母
子
手
帳
の
写
し

・
疾
病
・
看
護�
診
断
書
・
身
障
手
帳
の

　

写
し

◇
次
の
書
類
に
つ
い
て
は
平
成
十
九
年
二

月
九
日�
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
確
定
申
告
す
る
分
に
つ
い
て
は
、
三
月

十
五
日�
ま
で
）

・
今
年
一
月
一
日
現
在
で
他
市
町
村
に
住

　

所
が
あ
っ
た
場
合
は
そ
の
住
所
地
の
役

　

所
か
ら
平
成
十
八
年
度
市
町
村
民
税
課

　

税
証
明
書

・
平
成
十
八
年
分
の
所
得
税
額
が
わ
か
る

　

も
の�
源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
書
の

　

写
し
等（
原
則
は
父
と
母
の
み
。
農
業
・

　

自
営
等
で
家
業
の
申
告
者
が
祖
父
母
の

　

場
合
は
祖
父
母
の
分
も
必
要
）

※
申
込
書
、
稼
働
証
明
書
・
稼
働
調
査
書

は
受
付
場
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
子
育
て
支
援
課

　
　
（�
　�
６
３
２
０
）
お
よ
び
総
合
支

２４

　

所
福
祉
保
健
課
（
岩
城
総
合
支
所
は
市

　

民
課
）
ま
た
は
各
認
可
保
育
所

入
所
に
必
要
な
書
類

〈私立保育園〉
電話番号所　在　地保　育　園　名
２２－０６６２裏尾崎町２７－３本荘保育園
２２－８８８５御門７４風の子保育園
２２－０５６０八幡下２４－１ひかり保育園
２２－４１８３石脇字上ノ山９９石脇東保育園
２２－２１４９石脇字田尻３０－１２石脇西保育園
２４－３６２２石脇字竜巻１４石脇北保育園
２３－１３１３大鍬町１６０－１中央保育園
２２－００４５藤崎字藤代１２４－２子吉保育園
２９－２１０４湯沢字湯沢４０－２石沢保育園
２８－２０５４松ヶ崎字光禅寺前９９松ヶ崎保育園
２２－３５３２館前字後田２０小友保育園
２２－３１６５川口字愛宕山１５０内越保育園
２７－５６５６矢島町城内字八森下５１５矢島保育園
７３－２２０２岩城内道川字馬道２９道川保育園
６９－３１０１東由利蔵字蔵１２７－２永慶保育園
６９－２１３１東由利舘合字向田７６－１みどり保育園

〈公立保育園〉
７２－２３５３岩城亀田亀田町字亀田町３５－２亀田保育園
５３－４１９１前郷字家岸上堤７６ゆり保育園
６５－２００８岩谷町字日渡５９－１岩谷保育園
６６－２１１１松本字上川原１４－２下川大内保育園
６７－２１４９小栗山字横道１１上川大内保育園
３３－２０２２西目町海士剥字海士剥下５２－２１西目保育園
５７－２０１０鳥海町伏見字久保１６－３川内保育園
５８－２１５１鳥海町下直根字中村１７－２直根保育園
５９－２３３１鳥海町上笹子字石神１０－１笹子保育園

こ
こ
で
生
ま
れ
、
育
つ
子
ど
も
た
ち
と
、
子
育
て
に
頑
張
る

保
護
者
の
、
輝
く
笑
顔
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら�

。

　

月
１
日
か
ら
受
付
開
始

１１
　

市
内
の
私
立
幼
稚
園
と
認
可
保
育
所
で

は
、
平
成
十
九
年
度
の
入
園
（
所
）
申
し

込
み
の
受
け
付
け
を
十
一
月
一
日
か
ら
開

始
し
ま
す
。

　

来
年
四
月
か
ら
の
入
園
を
希
望
の
場
合

は
、
お
忘
れ
な
く
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
四
カ
所
の
幼
稚
園
へ
の
入
園
申
し

込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
幼
稚
園
へ

直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
本
荘
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
　
　
（�
　
�
２
０
６
８
）

２２

□
本
荘
幼
稚
園　
　
（�
　
�
３
１
１
６
）

２２

□
清
徳
幼
稚
園　
　
（�
　
�
２
５
０
１
）

２４

□
若
草
幼
稚
園　
　
（�
　
�
０
８
５
２
）

２２

　

市
内
の
認
可
保
育
所
へ
の
入
所
申
し
込

み
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

 　
　
　
　
　

　

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
の
は
、
保
護
者

や
同
居
す
る
親
族
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事

情
に
あ
り
、
子
ど
も
を
保
育
で
き
な
い
場

合
で
す
。

①
家
の
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と
し

　

て
い
る

②
家
の
中
で
、
子
ど
も
と
離
れ
て
日
常
の

　

家
事
以
外
の
労
働
を
す
る
こ
と
を
常
態

　

と
し
て
い
る

③
出
産
の
前
後

④
病
気
や
負
傷
、
あ
る
い
は
心
身
に
障
害

　

を
有
し
て
い
る

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
気
や
心
身
に
障
害
の

　

あ
る
家
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る

⑥
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

▽
受
付
期
間　

十
一
月
一
日�
〜
平
成
十

　

九
年
一
月
三
十
一
日�
（
土
・
日
曜
日
・

　

祭
日
を
除
く
）

申
込
書
の
提
出

保
育
園
へ
入
所
で
き
る
基
準

幼　

稚　

園

保　

育　

園

本
荘
八
幡
神
社
祭
典
で

広報ゆりほんじょう ２

　

子
ど
も
が
病
気
の
治
り
か
け
で
、
集
団
の

保
育
が
難
し
い
場
合
や
急
用
な
ど
で
看
病
す

る
人
が
不
在
の
と
き
な
ど
に
、
子
ど
も
を
一

時
的
に
預
か
る
の
が
「
病
後
児
保
育
」
で
す
。

　

病
後
児
保
育
は
、
子
ど
も
の
健
康
を
守

り
な
が
ら
、
保
護
者
の
子
育
て
と
就
労
の

両
立
を
支
援
す
る
事
業
。
か
ぜ
の
ほ
か
、

や
け
ど
や
外
傷
な
ど
の
外
科
的
な
病
気
に

か
か
り
、
医
師
の
診
断
を
受
け
て
い
る
、

生
後
六
カ
月
〜
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

が
対
象
で
す
。

　

保
育
時
間
は
午
前
七
時
〜
午
後
六
時

（
矢
島
は
午
後
七
時
）
で
、
利
用
料
金
は

一
日
二
千
円
（
食
事
代
は
別
途
。
所
得
税

非
課
税
世
帯
は
千
円
。
市
民
税
非
課
税
世

帯
と
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）。
日
・
祝

祭
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

　

市
内
の
病
後
児
保
育
室
は
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
事
前
に
登
録
の
う
え
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
ク
ロ
ー
バ
ー
病
後
児
保
育
室
本
荘
（
笹

道
地
内�
　�
６
７
０
０
）
▽
矢
島
病
後

２３

児
保
育
室
（
矢
島
子
ど
も
館
内�
　�
２

５５

２
３
６
）
▽
ク
ロ
ー
バ
ー
病
後
児
保
育
室

岩
城
（
新
鶴
潟
団
地
内�
　
�
３
７
２
０
）

７３

▽
鳥
海
病
後
児
保
育
室
（
川
内
保
育
園
内
、

�
　
�
２
０
１
０
）

５７

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は

「
急
用
で
、
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
を
預
け
た

い
け
れ
ど
、
頼
め
る
人
が
い
な
い
」
と
い

う
場
合
な
ど
、
保
護
者
と
、
子
ど
も
の
世

話
が
で
き
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
が
そ

れ
ぞ
れ
会
員
に
な
り
、
助
け
合
い
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

親
同
士
の
親
交
が
な
け
れ
ば
な
か
な
か

頼
め
な
い
よ
う
な
部
分
を
地
域
の
つ
な
が

り
で
補
う
も
の
で
、
市
が
設
置
し
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
運
営
。
六
月
一
日
か
ら

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
会
員
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
払
う
謝
礼
は
、
一
時
間

に
つ
き
四
百
円
で
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
の
対
象
は
生
後
三
カ
月
〜
小

学
生
ま
で
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
鶴

舞
会
館
内�
　�
３
６
３
５
）
▽
市
子
育

２４

て
支
援
課�
　
�
６
３
１
９
）

２４

※ 
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

　

子
育
て
真
っ
最
中
の
家
庭
の
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
支
援
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
０
歳
〜
小
学
校
入
学
前
の

児
童
を
対
象
と
す
る
「
乳
幼
児
医
療
費
の

助
成
」。
保
護
者
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、

医
療
費
と
自
己
負
担
金
が
一
律
に
助
成
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
義
務
教
育

終
了
ま
で
の
子
ど
も
の
入
院
医
療
費
の
自

己
負
担
分
を
全
額
助
成
。
実
質
、
無
料
と

な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
社
会
の
宝
、
次
の
世
代
を
担

う
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

し
か
し
、
少
子
化
や
核
家
族
化
、
家
庭

や
社
会
情
勢
の
変
貌
な
ど
と
と
も
に
、
か

つ
て
の
よ
う
な
大
家
族
に
支
え
ら
れ
た
子

育
て
の
機
能
が
低
下
し
た
こ
と
な
ど
に
伴

い
、
子
育
て
の
負
担
が
女
性
に
偏
っ
て
い

る
現
状
の
改
善
な
ど
が
差
し
迫
っ
た
身
近

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
新
た

な
子
育
て
支
援
策�
そ
れ
は
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
と
、
子
育
て
に
優
し
い
社
会

づ
く
り
へ
の
総
合
的
な
取
り
組
み
で
す
。

　

生
ま
れ
な
が
ら
に
、
無
限
の
可
能
性
を

秘
め
た
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
い
実
施
さ
れ
て
い
る
、
子
育
て
支
援
事

業
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
く

元
気
な
声
が
響
く
ま
ち
を
目
指
し
て�
。

「
か
ぜ
が
治
り
か
け
だ
け
ど
…
」

病
後
児
保
育
室
の
ご
利
用
を

「
急
用
で
誰
に
も
預
け
れ
な
い
」

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
子
育
て
支
援

金
・
児
童
手
当
…

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す

（９月２９日「本荘地区老人と園児の集い」で）



本
荘
郷
土
資
料
館�

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
―
３
５
７
０
）�

●
企
画
展�

　
「
わ
ら
」
の
文
化
展�

●
常
設
展�

　
「
本
荘
の
歴
史
と
文
化
」�

本
荘
文
化
会
館�

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
―
３
０
３
３
）�

《
ス
テ
ー
ジ
》�

●
芸
能
発
表�

　
５
日
　
（
午
後
０
時
　
分
開
場
）�

　
内
容
…
民
謡
、
踊
り
、
古
典
芸
能�

　
　
　
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
な
ど�

《
地
階
》�

●
由
利
本
荘
市
秋
季
俳
句
大
会�

　
　
月
　
日�

●
合
同
華
道
展�

●
絵
画
・
押
花
展�

　
４
日
　
〜
５
日�

《
地
階
ロ
ビ
ー
》�

●
茶
道
展
　�

　
５
日�

本
荘
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
―
２
０
７
７
）�

《
体
育
館
》�

●
本
荘
由
利
菊
花
展
　�

　
３
日
　
〜
５
日
　�

■
第
２
回
由
利
本
荘
市�

「
米
ま
つ
り
」の
出
店
を
募
集
し
ま
す�

▽
と
き
　
　
月
３
日
　
〜
５
日�

▽
出
店
場
所
　
本
荘
第
２
体
育
館
　�

　
敷
地
内
指
定
場
所
（
間
口
・
奥
行
き�

　
と
も
３
・
６
㍍
以
内
）�

▽
募
集
定
数
　
　
店
（
先
着
審
査
順
）�

▽
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
〜
　
日�

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　�

　
市
農
業
水
産
課
内
米
ま
つ
り
事
務
局�

　
（
　
　
―
６
３
０
３
）�

※
由
利
本
荘
市
暴
力
追
放
推
進
協
議
会

の
暴
力
追
放
宣
言
を
受
け
、
暴
力
団
関

係
者
の
出
店
は
お
断
り
し
ま
す
。�

４�広報ゆりほんじょう�

　
／
３�

　
午
前
　
時
〜�

　
・
由
利
本
荘
市
米
ま
つ
り
開
会
式�

　
・
新
米
プ
レ
ゼ
ン
ト�

　
・
尾
崎
小
学
校
吹
奏
楽
演
奏�

　
・
「
郷
土
の
食
」
体
験
コ
ー
ナ
ー�

　
　
（
秋
田
由
利
牛
、
イ
カ
焼
き
な

　
　
ど
の
試
食
販
売
）
〜
５
日�

　
午
後
２
時
〜�

　
・
も
ち
つ
き
実
演
会�

　
／
４
　�

　
午
前
　
時
〜�

　
・
も
ち
つ
き
実
演
会�

　
午
後
１
時
　
分
〜�

　
・
太
鼓
の
競
演�

　
午
後
２
時
〜�

　
・
「
ブ
ラ
ボ
ー
中
谷
」�

　
　
　
　
　
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー�

５� 広報ゆりほんじょう�

本荘第２体育館前　イベント広場�

・
由
利
本
荘
市
農
産
品
品
評
会�

・
由
利
本
荘
市�

　
　
　
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー�

・
森
林
組
合
木
工
教
室�

・
保
育
園
・
幼
稚
園
児
展�

・
由
利
管
内
小
・
中
学
校
書
道
展�

・
学
校
給
食
展�

・
西
目
高
校
産
業
教
育
フ
ェ
ア�

・
平
和
展�

・
愛
石
展
　�

・
Ｊ
Ａ
福
祉
展�

・
森
林
管
理
署
ふ
れ
あ
い
木
工
品
展�

・
由
利
本
荘
市
市
政
展�

■
出
品
物
売
約
・
引
き
渡
し
…�

　
　
月
６
日
　�

　
午
前
９
時
〜
正
午
　
各
会
場
で�

■
問
い
合
わ
せ
　
市
農
業
水
産
課�

　
　
　
　
　
（
　
　
―
６
３
５
３
）�

本荘第２体育館・格技場（　090－3120－0036）�

・
く
す
り
と
健
康
展�

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク�

・
健
康
　
計
画
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト�

・
食
生
活
改
善
展
と
試
食�

・
高
校
生
ヘ
ル
シ
ー
弁
当�

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル�

・
第
　
回
発
明
工
夫
展�

・
第
　
回
未
来
の
科
学�

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
め
絵
画
展�

・
第
　
回
工
芸
品
展�

・
第
　
回
全
国
ご
て
ん
ま
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル�

・
消
費
生
活
展�

・
市
母
子
連
手
づ
く
り
展�

・
婦
人
会
不
用
品
コ
ー
ナ
ー�

・
シ
ル
バ
ー
人
材
フ
ェ
ア�

・
ご
て
ん
ま
り
、
刺
し
子�

　
　
　
　
　
実
演
即
売
コ
ー
ナ
ー�

・
銘
産
品
即
売
会
、
食
堂�

・
わ
ぴ
え
手
づ
く
り
革
ブ
ロ
ー
チ�

　
　
　
　
　
　
　
販
売
コ
ー
ナ
ー�

鶴舞会館（　24－2911）・本荘保健センター（　22－1834）・組合病院跡地�

１１�

２４�

（月）�

（金）�

（日）�

２１�
５４�３５�６３�３７�

会場と催し物�

１１�

２４�

（土）�

１１�

１０�１０�

２０�

商工祭�

農業祭�

　問い合わせ先�
　  市農業水産課（124－6353）�

皆さんのご来場を�
　　　  お待ちしています。�

市民芸術祭�

２２�

２４�
１１�

１０�１０�

２３�

１７�

２２�

（日）�

（水）�

（金）�

（火）�

（月）�

（日）�

（土）�（金）�

（日）�

（日）�

（日）�

３０�

１０�

１８�

第２回由利本荘市米まつり駅伝競争�9：30～�

開催日�

11／3�
（金）�

11／12�
（日）�

時　間� 会　場�行　　　　　　事�

アクアパル�

本荘由利６人制バレーボール大会� 8：30～� 本荘体育館�

第５０回秋季水泳大会� 9：00～� 遊泳館�

他会場イベント�

第2回�

▼
�



広報ゆりほんじょう７

　　「まち」と「大学」の連携によるまち

づくりを目指し、全国の首長などによる

パネルディスカッションや、連携事例発

表などを行います。

　秋田県立大学本荘キャンパスを有する

由利本荘市。みなさんも、この機会に、

「まち」と「大学」の連携によるまちづ

くりを、一緒に考えてみませんか。

　多数のご参加をお待ちしています。

　

市
で
は
、
県
の
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
農
業
研
修
事
業
」
を
推
進
し
、
新
規
就
農

や
、
新
部
門
開
始
に
必
要
な
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
既
就
農
者
に
対
し
、

市
と
県
が
連
携
し
て
県
の
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
関
係
試
験
場
お
よ
び
花
き

種
苗
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
修
を
行
い
、
地
域
農
業
の
優
れ
た
担
い
手
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
た
だ
今
、
平
成
十
九
年
度
事
業
の
希
望
者
を
受
け
付
け
中
で
す
。

■
研
修
期
間　

１
年
以
内
ま
た
は
２
年
以
内

■
対
象　

①
新
た
に
農
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
者
ま
た
は
現
に
農
業
を
営
む
者

　

で
、
農
業
で
自
立
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
高
く
、
研
修
終
了
後
の
県
内
就
農

　

が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
者
。
②
申
請
時
の
年
齢
が
、　

歳
未
満
の
者
。

４０

■
応
募
方
法　

応
募
書
類
は
市
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
事
前
に
由

　

利
地
域
振
興
局
普
及
指
導
課
と
の
協
議
が
必
要
で
す
の
で
、　

月　

日�

１０

２６

　

ま
で
、
市
農
業
水
産
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
選
考　

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
に
よ
る
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
試
験
を
経

　

て
、
合
格
者
に
は　

月　

日�
に
市
へ
受
入
承
認
通
知
が
届
き
ま
す
。

１２

２２

■
研
修
奨
励　

月
額
７
万
５
千
円

※
こ
の
金
額
は
予
定
で
す
の
で
、
今
後
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
農
業
水
産
課
（�
　
　�
　
６
３
５
３
）
ま
た
は
各
総
合
支

２４

　

所
産
業
課
へ

平
成　

年
度
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
農
業
者
研
修
」
の
希
望
者
を
受
付
中
で
す

１９

開会１３：３０

《第１部》基調講演
「まちづくりにおける地域と大学」
講師：東北公益文科大学　小松隆二学長

１３：３５～

１４：２５

《第２部》パネルディスカッション
「地域社会と大学との交流」
コーディネーター：
　秋田県立大学システム科学技術学部
　小川淳二学部長
パネリスト：
　山口市長、香川県善通寺市長、由利本荘市長ほか
コメンテーター：
　東北公益文科大学　小松隆二学長

１４：３０～

１５：４５

《第３部》事例発表
①全庁統合型時空間地理情報システムについて
　　秋田県立大学　浅野耕一准教授
②大学のあるまちのまちづくりについて
　　秋田県立大学　住田友文教授

１５：５０～

１６：３０

閉会１６：４０

概　　要コ　ー　ス研　修　先

土壌肥料、病害
虫、栽培管理、
農業経営（稲作、
野菜、花き）な
ど

作物（水稲等）
野　菜
花　き

農林水産技術
センター
農業試験場
（秋田市雄和）

飼養管理、家畜改
良、飼料作物生産
調整、土壌肥料、
畜産経営など

酪　農
肉用牛

農林水産技術
センター
畜産試験場
（大仙市神宮寺）

土壌肥料、病害
虫、栽培管理、
果樹経営など

りんご

農林水産技術
センター
果樹試験場
（横手市平鹿）

土壌肥料、病害
虫、栽培管理、
果樹経営など

りんご

農林水産技術
センター
果樹試験場
鹿角分場
（鹿角市花輪）

土壌肥料、病害
虫、栽培管理、
果樹経営など

な　し
ぶどう

農林水産技術
センター
果樹試験場
天王分場
（潟上市天王）

土壌肥料、病害
虫、栽培管理、
農業経営（花き）
など

花　き
花き種苗セン
ター
（潟上市昭和）

■研修場所およびコース

広報ゆりほんじょう ６

由利本荘市由利本荘市
各地域産業文化祭各地域産業文化祭

鳥海地域西目地域東由利地域大内地域由利地域岩城地域矢島地域項　　目

第２１回
鳥海地域産業
文化祭

収穫感謝イベ
ント「はまな
すフェア」

秋まつり２００６第２回
大内地域市民
祭

平成１８年度
ゆりまつり

第３６回
岩城地域文化
祭

第２回由利本荘市
矢島産業文化祭

第７６回農産品評会

名 称 等

１０月２８・２９日１０月２２日１０月２８・２９日１０月２８・２９日１１月３・４日１１月３～５日１０月２８・２９日開 催 期 間

鳥海トレーニ
ングセンター

道の駅「にしめ」東由利体育館

東由利総合支所

東由利ショッ
ピングプラザ
「ぷれっそ」

岩谷体育館

大内農村環境
改善センター

善隣館

由利体育館

岩城総合体育
館

岩城会館

岩城総合支所

日新館

矢島屋内運動
広場主 会 場

農林業・商工
特産・芸文作
品・学校作品
・菊花展

第１６回選抜親
善ケートボー
ル大会

商品大交換会

子供餅つき大会
 
ＪＡ農業振興
大会

文化講演会 
西木正明氏
「今、世界の
辺境でなにが
起きているか」
（１１　/　３　午後１
時３０分　紫水
館）

売れる米づく
りＰＲ活動
�新米無料配布
�新米即売（ＪＡ）

ねぎまつり
�ねぎ即売

餅つき体験
�臼と杵で餅
　つき体験＆
　試食

にしめ特産鍋
�西目地域で
　採れた食材
　を使用した
　鍋

協賛行事
�りんごまつ
　り（道の駅
　主催）
�フリーマー
　ケット（道
　の駅主催）
�交通安全促
　進キャン
　ペーン（市
　民課主催）

農産物展

芸能ステージ
発表

インターネッ
トコーナー

ケーブルテレビ
体験コーナー

第１５回子ども
まつり 
（縁日コーナー
・ミニミニ劇場
等）

各種作品展 
（生涯学習作
品・陶芸作品
・シルバー作
品・手作り凧
等）

地場産素材 
「試食会」

農産展

園芸展

とろろめし大
喰い大会

文化講演会
高橋元太郎氏
（１０　/　２９開催）

芸能・学芸交
流発表会

各種作品展 
（いけばな・
園児創作・小
中学校展） 
 
生涯学習教室
発表コーナー
作品展

文芸懇談会

子育て相談
コーナー 

武道大会

寿バレー大会

芸文協合同芸
能発表会

第３３回親子読
書感想発表会

文化講演会
石川好氏
（１１　/　３　午後１
時３０分　善鄰
館）

各種作品展 
（学級講座作
品・書道・絵
画・写真・陶
芸等）

学習発表

特別公演

松村和子
熱唱！ふるさ
と演歌

石黒サンペイ
お笑いパフォー
マンス

渡部美紀
ポップス演歌

移動美術館

農産加工品・
農産品直売所 
（道川婦人会
・亀田婦人会
・農協婦人部
等）

各種作品展 
（商工・書道
・絵画・写真
・陶芸等）

農産品評会

文化講演会
八名信夫氏
（１０　/　２８　午後
１時３０分～
日新館）

こどもの国え
いが館

生涯学習体験
発表会

芸能発表会

友好都市観光
と物産展 
（佐久市・高
松市）

マグロ解体ショー

各種展示展 
（企業展・作
品展・華道展
等）

主な実施内容

鳥海総合支所
産業課
（�５７－２２０５）

西目総合支所
産業課
（�３３－４６１４）

東由利教育事務
所生涯学習課
（�６９－２３１０）

大内教育事務
所生涯学習課
（�６５－２２１０）

由利総合支所
振興課
（�５３－２１１２）

岩城教育事務
所生涯学習課
（�７３－２４６８）

矢島総合支所
生涯学習課
（�５６－２２０３）

問い合わせ先
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　学校や通学路で巡回・見回りなどの活動を行う�
スクールガード（学校安全ボランティア）の養成講
習会が９月２９日、市総合体育館で開催されました。�
　講習会では、登下校時に子どもが不審者に遭遇�
した場面を想定したロールプレイングを実施。�
人を超える参加者が２人１組で子ども役とスクー�
ルガード役に分かれてその対応を確認しました。�
　今回初めて参加したという佐藤武男さん（石脇）�
は、「実際の場面に遭遇したら慌てるだろうと思い、
参加した。活動が長くなると見守る側、見守られ
る側にもお互い慣れが出てくるように思う。そう
ならないように注意したい」と話していました。�

５０�

由利本荘警察署職員が場面を再現�
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組
合
病
院
跡
地
の
整
備
な
ど
を
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
の
効
果
的
な
推
進
や
、
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
再
生
に
広
く

市
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
生
か
そ
う
と
、
九

月
二
十
二
日
、
「
本

荘
市
街
地
地
区
ま
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づ
く
り
推
進
協
議

会
」
が
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さ
れ
ま

し
た
。�

　
こ
の
協
議
会
は
、

有
識
者
や
地
域
の
代

表
な
ど
三
十
四
名
で

構
成
さ
れ
、
今
年
度
は
主
に
組
合
病
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跡
地
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定
し
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い
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デ
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ラ
イ
ブ
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リ
ー
や
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コ
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ー
セ
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に
つ
い
て
意
見
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換
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っ
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で
す
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会
議
で
は
、
柳
田
市
長
が
「
ま
ち

づ
く
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は
市
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が
主
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に
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え
て
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と
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。
コ
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ク
ト
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え
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き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
会
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に
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岡
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郎
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議
会
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由利本荘市・福島県いわき市  親子都市20周年�

記念品の目録を交換�
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岸

日
に
、
櫛
田
い
わ
き
市
長
、
藁
谷
い
わ
き
市
議
会
議
長
、
岸

野
岩
城
自
治
区
長
、
齋
藤
由
利
本
荘
市
議
会
副
議
長
の
手
で

野
岩
城
自
治
区
長
、
齋
藤
由
利
本
荘
市
議
会
副
議
長
の
手
で
、

い
わ
き
市
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昭
和
六
十
一
年
、
「
い
わ
き
市
と
岩
城
町
は
同
祖
の
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で�
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る
」
と
し
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締
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都
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の
盟
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か
ら
二
十
年
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お
、
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れ
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そ
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に
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を
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、
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百
六
十
人
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席
し
、
交
流
の
き
ず
な
を
深
め
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い
ま
し
た
。�

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
櫛
田
一
男
い
わ
き
市
長
は
「
二
十
周�

年
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て
交
流
を
深
め
、
両
市
の
さ
ら
な�

る
発
展
を
祈
念
す
る
」
と
式
辞
を
述
べ
、
岸
野
長
一
郎
岩
城

地
域
自
治
区
長
が
「
行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
た
親
密
な

交
流
を
続
け
て
き
た
。
交
流
の
き
ず
な
を
さ
ら
に
深
め
、
両

市
が
大
い
な
る
発
展
を
図
ら
れ
る
よ
う
祈
念
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た
い
」
と
市

長
式
辞
を
代
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し
ま
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た
。�

　
式
典
で
は
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て
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市
が
そ
れ
ぞ
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ツ
ツ
ジ
二
本
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目
録
を
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換
。
本
市
が
贈
っ
た
二
本
の
ツ
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翌
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十

日
に
、
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き
市
長
、
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谷
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、
岸
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、
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で
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校名など�フリー参観日� 主な行事や内容・問い合わせ先� 校名など�フリー参観日� 主な行事や内容・問い合わせ先�

８�広報ゆりほんじょう�

■ 各学校などのフリー参観日と主な予定行事�

尾崎小�

子吉小�

小友小�

石沢小�

北内越小�

松ヶ崎小�

矢島小�

亀田小�

道川小�

由利小�

西目小�

直根小�

川内小�

笹子小�

八塩小�

高瀬小�

岩谷小�

下川大内�
小�

11/ ～�7
11/
9

11/ ～�13 14,
11/ ～�16 17

11/ ～�27 29
11/24,

11/18,
11/ ～�20 22
11/
11,16,17

11/11,
11/ ～�15 16
10/

～�25
10/
31

10/
～�17
10/
18

11/
～�7
11/
11

11/
～�11
11/
15

11/
～�16
11/
18

11/
～�20
11/
23

11/
～�1
11/
3

10/
～�26
10/
28

11/
～�6
11/
11

10/
～�27
11/
2

10/
～�19
10/
21

10/
14,
10/
18

10/
～�28
11/
2

11/
～�9
11/
11

10/
～�19
10/
21

10/
～�16
10/
20

11/
～�13
11/
18

11/
～�6
11/
10

11/
～�6
11/
11

10/
～�10
10/
15

11/
～�24
11/
25

11/
～�15
11/
17

10/
～�26
11/
2

10/
～�10
10/
14

11/
～�27
12/
1

11/
～�8
11/
10

10/
～�30
11/
3

10/
～�11
10/
14

11/
～�7
11/
14

11/
～�14
11/
16

10/
14,
10/
21

岩城中�

由利中�

西目中�

鳥海中�

東由利中�

11/
18

上川大内�
小�

西　目�
幼稚園�

７日 学校評議員会、８日 フリー参観・�
ちびっこ新山祭り・お話会・１年PTCR、�
９日 フリー参観・お話会�

６日 読み聞かせの会、 ７日 防犯教室�
１１日 祖父母学級・学習発表会・地域�
安全マップ発表会�

１９日 ＰＴＡ秋の研修会�

１８日 授業参観日・進路指導講座�

１８日 ＰＴＡ講演会�

６日･１０日 全校剣道、７日 図書館開放、�
８日 選択教科作品展示公開、�
９日 性教育講座�

７日 全校武道、２４日･２７日～２９日 三者�
面談�

１５日 由利中祭�

２５日 ＰＴＡ授業参観・家庭教育講座�

１５日 愛校日、１６日 ＰＴＡ授業参観・�
講演会・学校評議員会�

２６日 教科研究会、２７日 ＰＴＡ授業参観・�
高校説明会、２日 ＰＴＡ奉仕作業�

１４日 学校祭�

２７日 学年発表会�

８日 焼き芋パーティー、１０日 おにぎり・�
みそ汁パーティー�

３１日 学校見学会、２日 ゆり養祭前日祭、�
３日 ゆり養祭�

１４日 芸術鑑賞�

７日 １・２年生進路ガイダンス、１１日 イン�
ターナショナルディー、 １３・１４日  校内�
授業研究会�

１６日  第１７回工業技術教育懇談会�

１４日 TWO  DAY  WALK、２１日 矢島高校�
創立８０周年式典�

２５日 幼稚園さつまいも掘り、２８日 新志芽祭、�
２日 授業公開・先輩が教える授業�

２日 芸術鑑賞、 ２８日 学校祭、�
１５日 授業公開�

１３日 防犯大会、１４日･１６日 おもしろ�
サイエンス、１６日 雅楽教室・１/２成人式�
１７日 クラブ参観�

１１日 学習発表会、１５日 フリー参観�
１６日 フリー参観･しゃべり場�

２５日 校内マラソン大会、２７日 ふるさと・�
ふれあい・フェスティバル�

１７日 秋の持久走大会�

１９日 授業参観・給食参観、 ２０日 授業�
参観、 ２１日 石小祭り�

１８日 北小フェスティバル　�
２０日～２２日 収穫祭�

１１日 松小学習発表会、１６日 音楽鑑賞会�
１７日 親子パソコン教室�

２８日 学習発表会、３１日・１日 フリー参観・�
図書館、パソコンルーム開放�

９日 愛校活動・なかよし給食、１０日 なかよし�
給食、１１日 学習発表会�

７日 EC、 ９日 EC、�
１１日 学習発表会�

１１日 由利小祭り、１４日 エンジョイイング�
リッシュ、１５日 クラブ活動�

１６日 教育を語る会�
１８日 あすなりまつり２００６�

２３日 新そばを打とう・郷土芸能を�
楽しもう�

１日～３日 作品展示会、�
３日 学習発表会�

２６日 祖父母参観日、 ２７日 クラブ�
２８日 笹の子フェスティバル�

１０日 校長室開放日、１１日 祖父母参観・�
餅つき�

２８日 高瀬まつり、 ３１日 歯科教室�
２日 不審者対策避難訓練�

１９日 下学年マラソン大会、２０日 上学年�
マラソン大会、２１日学習発表会�

１４日 わんぱくフェスティバル、 １８日 チャレンジ�
学習・さつまいも収穫�

＊フリー参観の詳細については、各学校にお問い合わせください。�

1２２－１４２２�

1２４－１２３６�

1２４－２９９０�

1２２－４０１７�

1２９－２３４１�

1２２－４８３９�

1２８－２３４４�

1５６－２０６９�

1７２－２００４�

1７３－２２１６�

1３２－８１７１�

1３３－２３０５�

1５８－２３２０�

1５７－２００４�

1５９－２２３４�

1６９－２０２８�

1６９－２５００�

1６５－２２２０�

1６６－２２１１�

1５６－２０６２�

1７３－２２１２�

1５３－２５２６�

1３３－２３０４�

1５７－２３０９�

1６９－２４１０�

1６６－２０１０

1６５－２１０５�

1３３－２０３８�

1２７－２６３０�

�

1２２－３２１９�

1２２－５５２０�

1５５－３０３１�

1３３－２２０３�

1４３－４７９１�

学�校へ行こう�！�

　「学校では、学校では、どんな生活をしているんだろう？どんな生活をしているんだろう？」「どんなふうに勉強しているのかな？「どんなふうに勉強しているのかな？」そんな疑問
はありませんか？はありませんか？�
　地域の皆さんに子どもたちの学習活動や学校生活を身近　地域の皆さんに子どもたちの学習活動や学校生活を身近に見てもらうことを目的に、「みんなの登校みんなの登校
日」事業が市内の小・中・高校などで行われます事業が市内の小・中・高校などで行われます。�
　この事業は、学校教育の充実を図り、地域住民や保護者　この事業は、学校教育の充実を図り、地域住民や保護者から積極的に教育活動へかかわから積極的に教育活動へかかわってもらお
うと実施されるものです。一定期間学校が開放され、授業うと実施されるものです。一定期間学校が開放され、授業参観や行事などに参加すること参観や行事などに参加することができます。�
　各学校では、次のとおり「フリー参観日」を設定し、さ　各学校では、次のとおり「フリー参観日」を設定し、さまざまな事業を予定していますまざまな事業を予定しています。この機会。この機会
に、ぜひお近くの学校へおいでくださいに、ぜひお近くの学校へおいでください。�

　「学校では、どんな生活をしているんだろう？」「どんなふうに勉強しているのかな？」そんな疑問
はありませんか？�
　地域の皆さんに子どもたちの学習活動や学校生活を身近に見てもらうことを目的に、「みんなの登校
日」事業が市内の小・中・高校などで行われます。�
　この事業は、学校教育の充実を図り、地域住民や保護者から積極的に教育活動へかかわってもらお
うと実施されるものです。一定期間学校が開放され、授業参観や行事などに参加することができます。�
　各学校では、次のとおり「フリー参観日」を設定し、さまざまな事業を予定しています。この機会
に、ぜひお近くの学校へおいでください。�

新山小�

鶴舞小�

1２２－１４２０�

10/ 25,28,
11/ 2
10/ 2, 28,
11/ 15

矢島中�

本荘北中�

本荘南中�

本荘東中�

1６７－２２４４�

1２２－０３２１�

1２２－７１５３�

1２７－２３１１�

�

1２２－０８３２�本荘高�

大内中�

出羽中�

�

ゆり養護�

由利工高�

矢島高�

西目高�

仁賀保高�

由利高�
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本
荘
公
園
内
の
修
身
館
で

　
　
「
道
川
海
岸　

浜
辺
の
歌
音
楽
祭
」
が
九
月
二
十
四
日
、
岩
城
会
館
で

開
催
さ
れ
、
出
演
者
が
多
彩
な
「
浜
辺
の
歌
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
音
楽
祭
は
、
北
秋
田
市
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三
さ
ん
（
明
治

二
十
六
年�
昭
和
二
十
年
）
が
岩
城
地
域
を
訪
れ
た
際
、
道
川
海
岸
を
散

策
し
な
が
ら
名
曲
「
浜
辺
の
歌
」
の
曲
想
を
練
っ
た
と
の
言
い
伝
え
に
ち

な
み
、
音
楽
の
あ
る
情
緒
豊
か
な
地
域
づ
く
り
と
芸
術
文
化
の
振
興
を
図

ろ
う
と
、
浜
辺
の
歌
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

音
楽
祭
に
は
県
内
各
地
の
楽
器
奏
者
や
合
唱
団
な
ど
十
六
の
個
人
・
団

体
が
出
演
。
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
浜
辺
の
歌
の
ほ
か
自
由
曲

を
発
表
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
の
前
川
盛
太
郎
会
長
は
「
昨
今
の
殺
伐

と
し
た
世
相
は
、
情
操
教
育
が
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。
音
楽

は
人
の
心
を
豊
か
に
す
る
。
将
来
は
島
式
漁
港
の
あ
る
浜
辺
で
こ
の
音
楽

祭
を
開
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
柳
田
市
長
は
「
浜
辺
の
歌
は
い
つ

聴
い
て
も
い
い
歌
。
道
川
海
岸
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
曲
だ
と
思
い
ま
す
。

来
年
の
国
体
で
は
、
こ
こ
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
曲
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
を

広
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
ピ
ア
ノ
、
チ
ェ
ロ
、
ギ
タ
ー
、
ゴ
ス
ペ
ル
、
吹
奏
楽
、

ウ
ク
レ
レ
な
ど
、
異
な
る
楽
器
、
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
家
の
皆
さ
ん

が
持
ち
味
を
生
か
し
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
「
浜
辺
の
歌
」
を
た
っ
ぷ
り

と
聞
か
せ
、
聴
衆
の
心
を
と
ら
え
て
い
ま
し
た
。

などが、たくさんあります。
　普段なかなかなじみの少ない他地域の観光施設を市
民の皆さんに知ってもらい、地域間の交流を深め、今
後積極的に活用してもらおうと、「由利本荘市内観光
施設巡りツアー」が９月２６日と２８日行われ、２日間の
７コースに、約１５０人が参加しました。
　見学コースの１つである市役所内の議場では、参加
者が実際に議員席に座って議場の雰囲気を体験。また、
本荘公園内の修身館を視察した一行は、説明を聞きな
がら館内を視察し、本荘城の模型や組子細工などの展
示物を熱心に見入っていました。

　１市７町が合併して誕生し
た由利本荘市。県内髄一の広
さを誇る本市には、それぞれ
の地域の史跡や観光スポット

　子吉川の秋の風物詩「第５４回はぜ釣り大会」が１０月
１日行われ、友水公園河川敷を中心とした子吉川沿い
を舞台に、大人から子どもまで約１８０人が自慢の腕を競
いました。
　暖かな秋晴れとなった当日は、早朝からたくさんの
参加者が大物をねらって釣り糸を水面へ。竿に伝わる
あたりの感触に歓声を上げながら、秋の１日を楽しむ
姿が見られました。

上位入賞者は次のとおりです。
《はぜの部》　　（　）内は大きさ
１位：冨樫育子さん（２１．９�）、２位：伊藤右一さん
（２１．７�）、３位：松田昭さん（２１�）
《特別賞の部》　　（　）内は魚種と大きさ
１位：村岡兼史さん（ニゴイ・５５．６㌢）、２位：佐々
木貴則さん（ニゴイ・５０㌢）、３位：小口恵治さん（ニ
ゴイ・３９㌢）

ゴスペルによる「浜辺の歌」を熱唱した「グレイスフル・シンガーズ」

議場ではちょっぴり緊張

広報ゆりほんじょう １０

　

市
民
の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、

由
利
本
荘
医
師
会
と
本
市
、
に
か
ほ
市
が
共
催
し

て
い
る
「
市
民
医
学
講
座
」。
二
十
五
回
目
を
迎

え
た
今
年
は
九
月
二
十
三
日
、
本
荘
文
化
会
館
に

約
三
百
五
十
人
の
聴
衆
が
訪
れ
、
専
門
医
の
講
演

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

第
一
席
で
は
東
京
女
子
医
科
大
学
助
教
授
の
橋

本
悦
子
先
生
が
「
脂
肪
肝
は
怖
い
病
気
？
」
と
題

し
て
講
演
。
橋
本
先
生
は
「
脂
肪
肝
に
は
ア
ル

コ
ー
ル
性
と
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
二
種
類
あ
っ
て
、

最
近
増
え
て
い
る
の
は
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
の
非

ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
。
放
置
し
て
お
く
と
、
約

一
割
の
人
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
（
ナ
ッ
シ
ュ
・
非
ア
ル

コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎
）
と
い
う
状
態
か
ら
肝
硬
変
、

肝
癌
へ
進
行
し
て
し
ま
う
。
大
切
な
の
は
脂
肪
肝

を
放
置
せ
ず
、
食
習
慣
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣

を
改
善
し
、
肥
満
を
解
消
す
る
こ
と
」
と
、
生
活

の
中
か
ら
の
予
防
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

続
く
第
二
席
で
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
お
な
じ
み

の
東
京
大
学
大
学
院
教
授
・
小
俣
政
男
先
生
が

「
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
と
肝
癌
の
話
」
と
題
し
て
講
演
。

小
俣
先
生
は
、「
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
は
発
見
さ
れ

て
日
が
浅
い
も
の
が
多
い
が
、
日
本
の
肝
癌
の
九

割
は
ウ
イ
ル
ス
性
。
ウ
イ
ル
ス
を
持
つ
人
の
割
合

は
決
し
て
多
く
な
い
が
、
ぜ
ひ
検
査
を
し
て
み
て

欲
し
い
。
近
年
研
究
も
進
み
、
ウ
イ
ル
ス
を
減
ら

す
薬
も
開
発
さ
れ
て
き
て
い
る
。
段
階
的
に
進
む

肝
炎
で
は
、
自
分
が
ど
の
段
階
に
い
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
ま
ず
第
一
」
と
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
症

状
や
そ
の
治
療
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
肝
硬
変
の
肝
臓
な
ど
、
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
映
像
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
場

面
も
。
訪
れ
た
聴
衆
は
、
健
康
の
大
切
さ
を
か
み

し
め
る
よ
う
に
、
う
な
ず
き
な
が
ら
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
の
科
学
に
対
す
る
知
的
好
奇
心
や
探
求
心
を
育
み
、
科
学
的

な
見
方
や
考
え
方
を
育
成
す
る
「
理
数
大
好
き
モ
デ
ル
地
域
事
業
」。
文

部
科
学
省
が
指
定
す
る
全
国
三
十
地
域
の
う
ち
、
県
内
で
た
だ
一
つ
指
定

を
受
け
た
本
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
三
カ
年
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
九
日
に
は
、
東
由
利
中
学
校
（
佐
藤
幹
彦
校
長
）
の
二
年
生

三
十
七
人
が
県
立
大
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
て
学
習
。
県
立
大
学
の
最

新
施
設
の
中
で
、
中
学
校
で
扱
う
機
会
の
少
な
い
試
薬
や
器
具
を
用
い
た

実
験
を
行
い
、
科
学
へ
の
興
味
を
深
め
ま
し
た
。

　

授
業
の
初
め
に
県
立
大
の
日
向
野
教
授
が
、「
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
の

答
え
が
す
ぐ
に
は
出
な
く
て
も
、
な
ぜ
だ
ろ
う
と
思
い
続
け
る
こ
と
が
大

切
」
と
科
学
を
勉
強
す
る
秘
伝
を
生
徒
た
ち

に
伝
授
。
続
く
金
澤
助
教
の
授
業
で
は
、
目

を
閉
じ
窒
素
の
分
子
と
な
っ
て
空
想
の
旅
に

出
か
け
、
酸
素
や
水
素
と
出
会
い
な
が
ら
肥

料
や
野
菜
に
な
っ
た
り
し
て
、
窒
素
が
自
然

界
で
循
環
す
る
仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、
液
体
窒
素
の
実
験
や
シ
ロ
ツ
メ

グ
サ
の
根
粒
に
含
ま
れ
る
窒
素
濃
度
の
測
定

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
と
て
も
楽
し
い
と
目

を
輝
か
せ
て
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 シロツメグサの根粒の窒素を測定

窒素の旅の図表づくり



…………………………………………………………………………………………………………………………………………………�

　敬老の日にちなみ、各地域で敬老会が開催され、会場は長寿と健康を祝い合う笑顔で

あふれました。敬老会では「過去の苦難を乗り越え、各人が家庭を支えながら、地域の

発展を願い、市や国のために歩んでこられた皆さんへ、心から敬意と感謝を申し上げま

す。豊かな郷土づくりに向けて、今後も豊富な経験と知識を生かして社会活動に積極的

に参加され、地域社会を潤していただきたい」などの感謝が述べられました。祝宴では、

ステージで披露される保育園児のかわいらしいお遊戯や婦人会・町内会などの歌や踊り

などに目を細めながら会話を弾ませました。�

　国体リハーサル大会の「全日本総合女子ソフト
ボール大会」で準優勝に輝いた㈱デンソーチーム
が９月２３日、試合の合間を見て由利中学校と西目
高校のソフトボール部員に技術指導をしてくれま
した。生徒たちは全国レベルのスピードとテクニ
ックを間近に感じ取っていました。�
　　（サンライフサッカー場＝大会練習会場で）�

　
心
配
さ
れ
た
台
風
の
接
近
も
な�

く
、
さ
わ
や
か
な
秋
空
が
美
し
く�

広
が
っ
た
九
月
。
実
り
の
秋
を
迎�

え
、
各
地
で
稲
刈
り
が
ス
タ
ー
ト
。�

市
内
で
は
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会�

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
イ
フ
ル
射

撃
、
銃
剣
道
大
会
な
ど
と
と
も
に
、

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
日
増
し
に
秋
の
彩
り
を
濃
く
し�

な
が
ら
…
。�
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９
月�

ずっと健康で  楽しく長生きを�

　陶芸仲間から教えられ、
今回初めて東由利の「野
焼きのつどい」に参加し
ました。野焼きは、自然
の色合いで素朴に焼き上
がるのが魅力です。�
　埴輪の女性像や花入れ、
装飾品を焼き、出来映え
に満足しています。豊か
な自然に囲まれた会場も
素晴らしいですね。�

自然な色合いが野焼きの魅力です�

　環境の良い場所で、ソ
フトボール球場も立派だ
と思います。競技役員や
関係者の心配りなどによ
り、集中して試合するこ
とができました。市の皆
さんの応援も心強く、大
会４連覇を達成できてう
れしいです。ご声援、あ
りがとうございました。�

良い環境で、試合に集中できました�

全日本総合女子ソフト�
ボール大会で決勝打を�
放った、乾　絵美選手�
（日立＆ルネサス高崎�
：捕手）�

　田村  幸子さん�
　（61歳  秋田市）�

「鳥海山ろくおばこハイク」に参加しまし
た。スタートする前は１２㌔が長く思われま
したが、意外に歩けるもので、ゴールして
みればあっという間でした。�
　普段の運動不足をちょっと感じさせられ
たりもしましたが、ハイクも温泉も心地良
く、来年もまた参加したいと思っています。�

意外に歩けました  来年も参加したい�

木内  芳仁さん、�
　  夕美絵さん�
　　　（東鮎川）�

※取材を通し、コメントをおうかがいしました。�

はにわ�

焼き上がった武者像に見入る人�
（９月１６日、全県野焼きを楽しむつどい�
　＝東由利八塩いこいの森）�
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▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
前　

時　

分

１０

２２

１０

３０

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館
２
階
研
修
ホ
ー
ル

▽
内
容　

石
渡
力
造
さ
ん
の
講
演

　

や
交
流
会

▽
参
加
料　
　

円（
昼
食
代
込
み
）

７００

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
子
育
て
支

　

援
課
（�
　
　�
　
６
３
１
９
）

２４

▽
と
き　
　

月
１
日�

１１

▽
受
付　

午
後
１
時
〜
１
時　

分
３０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

子
ど
も
の
事
故
・
病
気

　

〜
ど
う
す
る
？
〜

　
　
「
も
し
も
…
」の
と
き
の
対
処
法

　

講
師　

酒
見
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ

　

ク　

酒
見
喜
久
雄
氏

　

本
荘
消
防
署
救
急
救
命
士

※
終
了
時
間
は
午
後
３
時　

分
の
予
定
で
す
。

３０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

月　

日�
ま
で
本
荘
保
健
セ

１０

２７

　

ン
タ
ー
（�
　
　�
　
１
８
３
４
）。

２２

　

託
児
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
次
に
よ
り
物
品
の
払
い

下
げ
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
説
明
会
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
物
品
名　

日
野
リ
エ
ッ
セ　

人
２９

　

乗
り
バ
ス
（
車
検
満
了
日
平
成

　
　

年　

月　

日
）

１８

１１

２０

▽
総
排
気
量　

７
・　
�９６

▽
年
式　

平
成
８
年
式
（
平
成　
１８

　

年
９
月　

日
現
在
走
行
距
離
３

２７

　

２
２
、
３
５
１�
）

▽
最
低
売
却
価
額　
　

万
円

３０

○
説
明
会
…

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
前　

時

１０

３１

１０

▽
と
こ
ろ　

由
利
図
書
館
２
階　

視
聴
覚
室

○
入
札
日
…　

▽
と
き　
　

月
９
日�
　

午
前
９
時　

分

１１

３０

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
裏　

附
属
会

　

館
２
階
１
号
室

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
管
財
課

　
　
（�
　
　�
　
６
２
６
２
）

２４

▽
と
き　
　

月
５
日�
　

午
前
８

１１

　

時　

分
〜　

時　

分

３０

１２

３０

▽
集
合
・
解
散　

市
役
所
前
（
バ
ス

　

で
移
動
）
大
内
公
民
館
か
ら
も
乗

　

車
で
き
ま
す
（
午
前
８
時　

分
）

４０

▽
内
容　

大
内
・
岩
城
地
域
の
指

　

定
文
化
財
の
見
学
（
加
田
喜
沼

　

湿
原
、
妙
慶
寺
・
宝
物
殿
、
龍

　

門
寺
・
岩
城
家
墓
所
）

▽
参
加
費　
　

円
５００

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
文
化
課
（�
　
２４

　
　�
　
６
２
８
８
）

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
後
６

１０

２８

　

時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

▽
と
こ
ろ　

市
理
科
教
育
セ
ン

　

タ
ー
屋
上

▽
内
容　

秋
の
星
座
と
月
の
観
察

　

く
も
り
や
雨
の
場
合
は
中
止

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
理
科
教
育

　

セ
ン
タ
ー
（�
　
　�
　
３
１
６
６
）

２２

　

日
ご
ろ
、
水
道
と
ガ
ス
を
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
前
９

１０

２９

　

時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

市
ガ
ス
水
道
局

▽
内
容　

千
人
鍋
、
特
産
品
販
売
、

　

ガ
ス
器
具
展
示
販
売
、
ち
び
っ

　

子
ゲ
ー
ム
等

※
ガ
ス
器
具
展
示
販
売
は　

日�
２８

午
前　

時
〜
午
後
５
時
も
行
い
ま

１０

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
ガ
ス
水
道

　

局
（�
　
　�
　
３
５
０
４
）

２２

秋
の
天
体
観
察
会　
　
　

「介護サービス情報の公表」制度が「介護サービス情報の公表」制度が　　　
平成　　　平成１８１８年４月からスタートしました。年４月からスタートしました。

　介護保険制度は、利用者が介護サービスや事業者を適切に選択し、
事業者と契約を結んでサービスを利用する制度です。
　　「介護サービス情報の公表」制度は、事業者の情報提供のしくみ
を整備して、利用者による、より適切な事業者の選択を支援するた
めにつくられたしくみです。インターネットを通じて、いつでも誰
でも自由に情報を入手できます。
　公表される介護サービス情報には、職員体制・利用料金などの基
本的な情報で、事業所が報告したことがそのまま公表される「基本
情報」と、介護サービスに関するマニュアルの有無・サービス提供
内容の記録管理の有無など、事業所が報告した情報について県が指
定した調査機関が事実確認の調査を行った後に公表される「調査情
報」の２種類があります。
　なお、これらの情報は毎年事業者から報告されます。
　　「介護サービス情報の公表」の特徴は①地域にある介護サービス事業
所の比較検討ができる②いつでも誰でも自由に情報を入手できる③家
族をはじめ、介護支援専門員などと同じ情報をもとにサービス利用の相
談がしやすくなる④事業所が公表している情報と、実際のサービスが比
較できるので介護サービス事業所との相談がしやすくなる、などです。
　なお、今年度公表される介護サービスは、「訪問介護」「訪問入浴
介護」「訪問看護」「通所介護」「特定施設入居者生活介護（有料老
人ホーム・軽費老人ホーム）」「福祉用具貸与」「居宅介護支援」「介
護老人福祉施設」「介護老人保健施設」の９サービスです。このほ
かのサービスは国の調査研究などの準備を経て順次追加されます。
　介護サービス情報の公表は県が指定した指定情報公表センター
（�秋田県長寿社会振興財団）（�０１８－８２９－３７７７）のホームペー
ジ（http://kaigo-service.pref.akita.jp/kaigosip/Top.do）からご覧いただ
けます。

▽問い合わせ先　秋田県健康福祉部長寿社会課介護保険班（�０１８
　　－８６０－１３６６）

ガ
ス
水
道
局
秋
の
大
感
謝
祭

しし尿尿及及びび浄浄化化槽槽汚汚泥泥のの汲汲みみ取取りり料料金金改改定定ののおお知知ららせせ

　し尿及び浄化槽汚泥の汲み取り料金を次のとおり改定します。
○改定理由　・料金の統一化を図る。
　　　　　　・現行料金の設定から年数が経過している。
　　　　　　・原油の高騰など社会経済情勢の変動による。
　この改定は、平成１８年１１月から平成２０年までに段階的に行い
ますので、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　改定料金（消費税込）

　※基本料金：１８０�まで　
　※超過料金：１８０�を超えて１８�毎に基本料金の１０分の１

▽問い合せ先　市生活環境課（�２４－６２５３）

平成２０年４月から平成１９年４月から平成１８年１１月から実　施　日

１，９００円１，７００円１，４７０円基本料金　１８０�まで料　
金 １９０円加算１７０円加算１４７円加算基本料金　１８�まで

平
成　

年
度
由
利
本
荘
市

１８

母
子
寡
婦
福
祉
大
会　　　　

物
品
払
い
下
げ
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
講
演
会　
　

文
化
財
を
見
に
行
こ
う
！　
　

　

第
２
回
市
民
文
化
財
探
訪
の

お
知
ら
せ　
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次
の
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

▽
公
営
住
宅

　

本
荘
地
域
１
戸
（
松
涛
）

　

由
利
地
域
１
戸
（
滝
沢
舘
）

　

鳥
海
地
域
２
戸
（
下
野
・
鶴
ヶ
平
）

▽
申
込
期
限　
　

月　

日�

１０

２５

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
市
都
市
計
画
課
（�
　
２４

　
　�
　
６
３
３
４
）
ま
た
は
各
総
合

　

支
所
建
設
課
ま
で

　

松
く
い
虫
被
害
に
よ
り
損
な
わ

れ
た
自
然
植
生
を
回
復
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成　

年
度
「
水
林

１８

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
の
森
」
再
生

植
樹
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
植
樹
に
参
加

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市

民
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
前　

１０

３１

１０

　

時
〜　

時　

分

１１

３０

▽
と
こ
ろ　

水
林
地
区
生
活
環
境
保

　

全
林
「
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
の
森
」

▽
申
し
込
み　
　

月　

日�
ま
で
、
由

１０

２３

　

利
森
林
管
理
署
（�
　
　�
　
１
０
７
６
）

２２

▽　

月
の
内
容

１１

　

６�
〜
７�
／
ワ
ー
ド
３（
イ
ラ
ス

　

ト
入
り
文
書
作
成
）、
９�
〜　�１０

　

／
ワ
ー
ド
図
形
（
簡
単
な
地
図
等
）、

　
　�
〜　�
／
年
賀
状（
筆
ま
め
ソ

１３

１４

　

フ
ト
）、　
�
〜　�
／
ワ
ー
ド
３

１６

１７

　
（
イ
ラ
ス
ト
入
り
文
書
作
成
）、　�２０

　

〜　�
年
賀
状
（
筆
ま
め
ソ
フ
ト
）

２１

▽
時
間　

２
日
間　

午
前
９
時　
３０

　

分
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業

　

訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　
　

人
１０

▽
受
講
料　

ワ
ー
ド
３
千
円
、
年

　

賀
状
４
千
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
荘
由
利
職
業
訓
練
協
会
（�

　
　
　�
　
５
５
０
２
）

２３
▽
と
き　
　

月
８
日�

１１

▽
と
こ
ろ　

白
雪
川
砂
防
工
事
現
場
、

　

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
工
事

　

現
場
、
秋
田
中
央
道
路
工
事
現
場

▽
募
集
人
員　
　

人
２０

▽
申
し
込
み
先　
　

月　

日�
ま

１０

２３

　

で
由
利
地
域
振
興
局
企
画
道
路

　

課
（�
　
　�
　
５
４
３
６
）

２２

　

談
員
、
市
の
心
配
ご
と
相
談
員

▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
高

　

齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（�

　

０
１
８　�
　
８
２
９　�
　
４
１
６
５
）

　

本
荘
調
停
協
会
主
催
の
無
料
調

停
相
談
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
民
事
、
家
事
調
停
委
員

が
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

予
約
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
前　

１０

２７

１０

　

時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
簡
易
裁
判
所　

　

２
階　

調
停
相
談
室

▽
内
容　

金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交

　

通
事
故
、
家
庭
（
夫
婦
、
親
子
関

　

係
、
離
婚
、
相
続
）
の
問
題
等

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
簡
易
裁

　

判
所
の
本
荘
調
停
協
会
事
務
局

　
　
（�
　
　�
　
３
９
１
６
）

２２

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
前　

１０

２８

１０

　

時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

ジ
ョ
イ
フ
ル
シ
テ
ィ

　

本
荘
店
特
設
会
場

▽
内
容　

遺
言
、
相
続
、
会
社
設

　

立
、農
地
転
用
、風
俗
営
業
、ク
ー

　

リ
ン
グ
オ
フ
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
行
政
書
士
会

　

本
荘
由
利
支
部
（�
　
　�
　
８
５
７
３
）

２２

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
後
１

１０

２５

　

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
と
こ
ろ　

市
子
吉
出
張
所

▽
と
き　
　

月
７
日�
　

午
前　

１１

１０

　

時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

鳥
海
地
域　

紫
水
館

▽
内
容　
〔
人
権
相
談
〕
差
別
、
名

　

誉
、
信
用
、
住
居
の
安
全
、
い

　

や
が
ら
せ
、
う
わ
さ
、
近
隣
関

　

係
、　〔
困
り
ご
と
〕
土
地
・
建
物

　

の
権
利
お
よ
び
登
記
、家
族（
親

　

子
、
夫
婦
、
扶
養
、
相
続
）、
不

　

動
産
の
賃
貸
借
、〔
子
供
の
人

　

権
〕
い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
地
方
法
務

　

局
本
荘
支
局
（�
　
　�
　
１
２
０
０
）

２２

▽
と
き　
　

月
３
日�
　

午
後
１

１１

　

時
〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
温
泉
大
広
間

▽
問
い
合
わ
せ
先　

鶴
舞
温
泉

　
　
（�
　
　�
　
７
２
２
７
）

２３

市
営
住
宅
入
居
者
募
集　

　
「
水
林
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
の
森
」　

再
生
植
樹
会
に
ご
参
加
を　
　
　

　

県
高
齢
者
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

無
料
巡
回
相
談
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
お
年
寄
り
や
、
家
族
の
方
々

の
福
祉
、
介
護
、
法
律
な
ど
に
親
身

に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
（
あ

な
た
の
秘
密
は
、
固
く
守
り
ま
す
）。

　

な
お
、
法
律
相
談
に
つ
い
て
は
、

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
後
１

１１

１０

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館　

▽
相
談
員　

専
門
相
談
員
（
弁
護

　

士
）、
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
相

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と　
　
　

無
料
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

行
政
書
士
に
よ
る
無
料　

相
談
会
の
お
知
ら
せ　
　

鶴
舞
温
泉
開
館　

周
年
記
念　

１２

木
内
一
座
「
猿
倉
人
形
芝
居
」　

パ
ソ
コ
ン
講
習
参
加
者
募
集

公
共
事
業
現
場
見
学
会　

無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

人の動き　　　　
　（９月末日現在・住民基本台帳）
人　口　　　　８９，８６５人　
　男　　　　４３，０８０人　
　女　　　　４６，７８５人　
世帯数　　　２９，９３１世帯

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
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▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
後
１

１０

２２

　

時　

分
〜
２
時　

分

２０

１０

▽
と
こ
ろ　

県
立
大
学
本
荘
キ
ャ

　

ン
パ
ス
大
学
院
棟
Ｄ
２
０
４
大

　

学
院
講
義
室

▽
題
目　

高
度
先
進
医
療
と
し
て

　

の
機
能
的
電
気
・
磁
気
刺
激
療

　

法
▽
講
師　

秋
田
大
学
医
学
部
附
属

　

病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

　

島
田
洋
一
先
生

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
大
学
事

　

務
局
（�
　
　�
　
２
０
０
０
）

２７

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法

人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

３
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い

の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

す
。

▽
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
キ
ャ

　

ン
プ
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ー
リ
ン
グ
、

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
文
化
交
流
、

　

地
域
見
学
、
ク
リ
ス
マ
ス
体
験
、

　

牧
場
体
験
、
無
人
島
生
活

▽
派
遣
先　

グ
ア
ム
・
オ
ー
ス
ト

　

ラ
リ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

▽
対
象　

小
学
校
３
年
生
〜
高
校

　

３
年
生
の
方
ま
で

▽
参
加
費　
　

・
５
万
円
〜

１７

　
　

・
８
万
円
（
共
通
経
費
は
別

２９

　

途
）

▽
締
め
切
り　
　

月
２
日�

１１

▽
問
い
合
わ
せ　
�
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（�
　
　�
　
３
３
５
９

０３

　
　�
　
８
４
２
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　
　�
　
３

０３

　

３
５
４　�
　
２
２
０
７
・
〒　
　�
　
１６０

　
０
０
０
４　

東
京
都
新
宿
区
四

　

谷
２　�
　　
　

大
村
ビ
ル
３
階
）

１１

　

Ｅ
メ
ー
ル　

Info@
kskk.or.jp

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.kskk.or.

jp

　

寒
冷
の
季
節
を
迎
え
、
毎
日
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
機
を
使
用
す

る
時
季
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ト
ー

ブ
な
ど
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め

次
の
事
項
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１　

使
用
す
る
前
は
必
ず
点
検
す

　

る
。

２　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
周
辺
に
燃

　

え
や
す
い
物
を
置
い
た
り
、
上

　

方
に
洗
濯
物
な
ど
を
干
さ
な
い
。

３　

点
火
後
は
、
正
常
に
燃
え
て

　

い
る
か
確
認
す
る
。

４　

給
油
時
、
就
寝
時
、
外
出
時

　

は
必
ず
消
火
す
る
。

５　

燃
料
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
は

　

確
実
に
締
め
る
。

６　

換
気
は
こ
ま
め
に
行
う
。

７　

機
器
の
固
定
が
必
要
な
物
は
、

　

確
実
に
固
定
し
、
煙
突
も
落
雪

　

で
外
れ
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
。

８　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ス
ト
ー

　

ブ
に
配
管
し
て
い
る
屋
内
側
の

　

給
油
管
の
開
閉
弁
は
ス
ト
ー
ブ

　

消
火
時
、
必
ず
締
め
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
消
防
本
部

　
　
（�
　
　�
　
４
２
８
２
）、
本
荘

２２

　

消
防
署
（�
　
　�
　
０
０
１
１
）、

２２

　

矢
島
消
防
署
（�
　
　�
　
２
１
１

５５

　

１
）

　

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
一

定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
の
契
約

を
し
た
場
合
、
土
地
の
権
利
取
得

者
（
買
主
）
は
、
市
を
経
由
し
て

知
事
に
届
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

無
届
け
取
引
や
期
限
後
の
届
出

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、

適
正
に
届
出
を
す
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

▽
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　

売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、
譲

　

渡
担
保
、
代
物
弁
済
な
ど

▽
届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

　

①
都
市
計
画
区
域
内　

５
千
㎡

　

以
上

　

②
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　

１
万
㎡
以
上

▽
届
出
期
限　

契
約
を
締
結
し
た

　

日
か
ら
２
週
間
以
内

※
期
限
内
に
届
出
を
し
な
か
っ
た

り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
、
処

罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
都
市
計
画
課

　

都
市
計
画
班
（�
　
　�
　
６
３
３

２４

　

２
）、県
建
設
管
理
課
土
地
企
画

　

班
（�
０
１
８　�
　
８
６
０　�
　
２

　

４
２
３
）

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

に
は
届
出
が
必
要
で
す　
　

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の　

取
り
扱
い
に
注
意　
　
　

「コミュニケーションスキル科」講習「コミュニケーションスキル科」講習

　コールセンターおよび顧客対応窓口業務へ就職を希
望される方

▽とき　１１月２９日�～１２月７日�
　　午前９時～午後４時

▽ところ　コンピュータスクールデュナミス本荘校
　　由利本荘市花畑町２－６９　ヤマコメビル３階

▽受講料　無料（テキスト代１，０００円自己負担）

▽定員　１０人（定員になり次第締め切ります。）

▽申込期間　１０月３０日�～１１月２０日�まで

▽申し込み・問い合わせ先　県立秋田技術専門校
　　　（�０１８－８９５－７１６６・ＦＡＸ０１８－８９５－７０６１）

．．．．．．．．

日
本
機
械
学
会
東
北
支
部

特
別
講
演
会　
　
　
　
　

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の　

冬
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

秋秋田田県県最最低低賃賃金金がが改改正正さされれままししたた

　平成１８年１０月１日から時間額「６１０円」です。
※最低賃金は臨時、パート、アルバイト等、県内のす
　べての労働者に適用され、最低賃金額以上の賃金を
　支払わないと最低賃金法違反で処罰されます。
※最低賃金には、精皆勤手当、家族手当、通勤手当、時
　間外手当、賞与などは含まれないので、これらの手当
　等を除いた額が最低賃金額以上でなければなりません。
※月給や日給の場合は、時間額に換算して、最低賃金
　額以上でなければなりません。
※特定の産業ごとに定められた産業別最低賃金（非鉄
　金属製練業など４産業）が適用される場合は、高い
　金額のほうが適用されます。
※新たに労働者を雇用する場合は、賃金等の労働条件
　を明示した「労働条件通知書」の交付が必要です。
　詳しくは秋田労働局賃金室（�０１８－８８３－４２６６）、
または最寄りの労働基準監督署までどうぞ。
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市
・
県
民
税
第
３
期
分
と
国
民

健
康
保
険
税
第
４
期
分
の
納
期
限

（
口
座
振
替
日
）
は　

月　

日�

１０

３１

で
す
。

　

お
近
く
の
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
ま

た
は
市
役
所
市
金
庫
で
忘
れ
ず
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替

納
付
の
方
は
、
預
金
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
収
納
課

　
　
（�
　
　�
　
６
２
５
６
）

２４

　

臓
器
移
植
と
は
、
臓
器
の
機
能

が
低
下
し
、
移
植
で
し
か
治
ら
な

い
人
に
健
康
な
臓
器
を
移
植
し
て

健
康
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
医
療

で
、
臓
器
提
供
者
は
も
と
よ
り
、

広
く
社
会
の
理
解
と
支
援
が
あ
っ

て
成
り
立
つ
医
療
で
す
。

　

今
後
、
臓
器
移
植
の
い
っ
そ
う

の
定
着
・
推
進
を
図
る
た
め
に
は
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
臓
器
提
供
に

関
す
る
意
思
表
示
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

あ
な
た
の
意
志
で
救
え
る
命
が

あ
り
ま
す
。「
臓
器
提
供
意
思
表
示

カ
ー
ド
」
で
あ
な
た
の
意
志
（
提

供
す
る
・
し
な
い
）
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
健
康
管
理

　

課
（�
　
　�
　
１
８
３
４
）
ま
た

２２

　

は
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

▽
対
象
者

　

〇
接
種
日
に　

歳
以
上
の
方

６５

　

〇　

歳
か
ら　

歳
で
心
臓
、
肺
、

６０

６４

　
　

腎
臓
等
に
重
い
病
気
（
身
体

　
　

障
害
者
１
級
相
当
）
の
有
る

　
　

方
（
身
体
障
害
者
手
帳
を
提

　
　

示
し
て
く
だ
さ
い
。）

▽
接
種
期
間

　
　

月　

日�
〜　

月　

日�

１０

１６

１２

３０

▽
接
種
料
金
に
つ
い
て

　

自
己
負
担
一
、
三
〇
〇
円
（
市

　

外
の
医
療
機
関
は
異
な
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。）

　

生
活
保
護
世
帯
の
対
象
年
齢
の

　

方
は
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

　
　
「
緊
急
時
医
療
依
頼
証
」
を
提

　

示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
上
の
注
意

　

現
在
、
何
ら
か
の
病
気
で
治
療

　

し
て
い
る
方
は
、
接
種
す
る
前

　

に
「
予
防
接
種
を
受
け
て
よ
い

　

か
」
を
主
治
医
に
確
認
し
て
か

　

ら
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は　

月
１
日
号
の
広
報
を

１０

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
健
康
管
理

　

課
（�
　
　�
　
１
８
３
４
）

２２

　

タ
プ
ロ
ス
株
式
会
社
（
木
村
繁

代
表
取
締
役
社
長
）
で
は
創
業　
５０

周
年
を
記
念
し
て
、
市
に
対
し
て

総
合
福
祉
エ
リ
ア
内
の
バ
ス
停
に

待
合
所
一
棟
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
、
福
祉
エ
リ
ア
施
設
利
用

者
の
安
全

と
安
心
が

高
ま
る
効

果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

暮らしのお知らせ

市
税
の
期
限
内
納
付
に　

ご
協
力
く
だ
さ
い　
　
　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ　

　
「
い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と　

お
も
い
や
り
」　

月
は
臓
器

１０

移
植
普
及
推
進
月
間
で
す　

一般国道一般国道１０５１０５号夜間通行止めのお知らせ号夜間通行止めのお知らせ
　日本海沿岸東北自動車道の深沢橋架設に伴い、国
道１０５号深沢地区の夜間通行止めを下記のとおり行
います。
　大変ご迷惑をおかけしますが、う回のご協力をよ
ろしくお願いいたします。
１．通行止め場所：由利本荘市深沢地内（国道１０５
　号線）
２．実施予定日：１１月６日�～１７日�のうち５日間
※天候その他の理由により日程の変更がありますの
で、ご注意ください。
３．規制時間帯：午後１０時～翌午前６時全面通行止め
４．う回路：市道・大谷西野日渡線～市道・川口岩
　谷線～市道・内黒瀬赤田線（右図参照）
５．その他：現地の交通誘導員の指示に従ってくだ
　さい。

▽問い合わせ先　東日本高速道路株式会社　秋田工
　　事事務所　本荘北工事区（�０１８－８６４－４０３１）
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地域情報コーナー

■１１月からの「遊泳館」各種教室
【水泳教室】

▽開催日　１１月６日�から毎週月、金曜日　全１５回
　　◎初級者（クロール、背泳ぎ）
　　　午前１０時１５分～１１時１０分　定員４０人
　　◎中級以上（平泳ぎ、バタフライ）
　　　午前１１時１５分～１２時１０分　定員２５人
【水中ウォーキング教室】
　◎午前１１時１５分～１２時１０分　定員２０人

▽講　師　水泳指導員　田口真由美さん、佐々木君枝さ
　　ん、大川はるかさん

▽参加費　２，０００円
　※各教室とも参加費を初日にいただきます。
　　ただし、プール使用料は毎回必要です。

▽申し込み・問い合わせ先　市スポーツ振興課（�２４－
　　６２８７）または「遊泳館」（�２４－０１３４）まで。

■第Ⅲ期企画展「わらの文化展」

▽期　間　～平成１９年１月３１日�

▽時　間　午前９時～午後４時 

▽入館料　一般１００円、学生・子ど
　　もは無料
　ひと昔前まで「わら」は生活に欠
かせない道具の材料でした。稲の脱
穀が終わると、わらを加工し、さま
ざまな暮らしの道具が作られました。
わらの製品を通じて、先人たち生活
の知恵と技術に触れてみてください。
体験コーナーもあります。

▽休館日　１２月２８日～１月３日

■フィットネスジム登録講習会

▽と　き　１０月２５日�　午後６時

▽ところ　アクアパル

▽定　員　２５人（先着順）

▽年会費　一般＝３，１５０円、学生＝１，５７５円（ともに税込
　　み）
　※事前に電話などでアクアパルへ申し込みください。
■アクアパルジャズナイトコンサート
　～スタンダードジャズとハートフルな歌声をあなたに～

▽と　き　１０月２１日�
　　午後５時３０分開場、午後６時開演

▽ところ　アクアパル　「多目的ホール」

▽出　演　村井忠一クインテット＆キャロル山崎

▽入場券　　【全席自由】
　　　　　一般＝前売り２，０００円・当日２，５００円、
　　　　　ペア券＝３，５００円（前売りのみ）

▽入場券販売所　アクアパル、本荘地域各公民館、コン
　　ノ楽器、ヤマハ本荘店、ジョイフルシティ本荘、ト
　　ガシ電機商会、ミュージックショップササヤ

▽問い合わせ先　アクアパル

■平成１９年還暦を祝う会

▽と　き　平成１９年１月６日�　受付：正午

▽ところ　ホテルアイリス

▽対　象　①旧本荘市立北中、南中の昭和３８年卒業者、
　　②本荘地域で同年に還暦を迎える方で参加を希望す
　　る人

▽会　費　男女とも１５，０００円（お払い、記念写真のみの
　　方は５，０００円）

▽申し込み・問い合わせ先　今野さん（�２２－７８２３）、佐
　　藤さん（�２２－３８７６）、木村さん（�２２－４３２４）、小
　　林さん（�２３－２７３３）

本 荘 地 域本 荘 地 域

スポーツ振興課　�２４－６２８７

本荘郷土資料館　�２４－３５７０

アクアパル　�２２－５６１１
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広報ゆりほんじょう １８

○読書週間・図書館講座
　　　『秋田のことばっこ』開催

▽とき…１０月２８日�　午後１時３０分

▽ところ…由利本荘市「ポンパル」（岩淵下）

▽内容…民話「由利本荘の昔っこ」
　・東由利昔っこを語る会会長　石渡力造さん
　　講演「標準語のむら」
　・元聖霊女子短大教授　北条常久先生

　◎本荘図書館　�２２－４９００
・東京バンドワゴン 　　　　　　小路　幸也
・画家の息吹を伝える原寸美術館
　－日本編－　　　　　　　　　　千住　博
・人生の旅をゆく 　　　　よしもとばなな
・代表作時代小説
　平成１８年度　長屋のさざめき・荒城の夢
　　　　　　　　　　　　　日本文藝家協会
・シネマ・シネマ・シネマ　　　　梁　石日
・ブンダバー１０　　　　　　　くぼしまりお
・クロニクル千古の闇２
　生霊わたり　　　　ミシェル・ペイヴァー
・どろどろ　　　　　　　　　　せなけいこ
・アイスクリーム・タワー　　　　野中　柊
・タルトくんとケーキのたね　　こばようこ
・クジラの超能力
　－見てわかるクジラ百科－　　水口　博也

　◎岩城図書館　�７３－３６７３
・温室デイズ　　　　　　　　　瀬尾まいこ
・氷の人形（アイス・ドール）　　森村　誠一
・赤い指　　　　　　　　　　　東野　圭吾
・男のシャツの本　　　　　　　嶋崎隆一郎
・よくわかる生前準備　　　　　北村　香織
・旅の記録　楽しい残し方　　ひぐちあきら
・しろくまさんはどこ？　ソフィー・クニフケ
・馬の耳に念仏（声に出すことばえほん）
　　　　　　　　　　　　　はたこうしろう
・やねの上にさいた花　ブライアン・ピルキントン
・モーリーのすてきなひ　　チンルン・リー
・まってる　　　　　　　　　　渡辺　洋二

　◎由利図書館　�５３－２１２１
・気高く、強く、美しくあれ　　櫻井よしこ
・哲ねこ七つの冒険　　　　　　飯野　真澄
・八月の路上に捨てる　　　　　伊藤たかみ
・ゆれる　　　　　　　　　　　西川　美和
・恐怖投稿　逢魔が時物語　月蝕の宴
　　　　　　　　　　　　　　結城伸夫ほか
・アニメ絵本　ゲド戦記　　　宮崎吾朗ほか
・第３の習慣　大切なことから今すぐ先に
　　　　　　　　　　　　　　　藤木美智代
・かんたん飼育図鑑 　　　　　高家博成ほか
・パノラマワイド新幹線　　　　小賀野　実
・親子で遊ぶ！科学手品　　科学手品創作室
・５分でよめる！ディズニーめいさく集１
　　　　　　　　　　　　　　　森　はるな

　

▽時　間　午前９時～午後５時
　　　　　　（最終日は午後４時３０分まで）

▽ところ　本荘勤労青少年ホーム・本荘文化会館地階

▽問い合わせ先　市教育委員会文化課（�２４－６２８８）　
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今
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さ
れ
た
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組
は
、
今
月
十
六
日
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日
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で
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、
Ｎ
Ｈ
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西 目 地 域西 目 地 域

■関東地区西目会総会が開催されます
　１１月２６日�、関東地区西目会総会が東京で開催されま
す。関東地区に在住しているご家族やご親類にぜひ参加
の呼びかけをお願いいたします。なお、西目地域から参
加を希望される方は、座席準備の都合上、西目総合支所
振興課に１１月１０日�までお申し込みください。

▽日　時　１１月２６日�　午前１０時３０分～（物産販売）、午
　　前１１時３０分～（総会・懇親会）

▽会　場　ホテルグランドパレス（千代田区）

▽会　費　男性８，０００円、女性７，０００円
　※昨年と会場が変更となっていますので、お間違えの
　　ないようお願いします。

■生涯学習交流展のお知らせ
　今年度の西目地域生涯学習交流展は１１月２７日�から１２
月３日�までの開催となります。作品の受け付けは１１月
中旬からの予定です。
　※チャリティーショーは１２月３日�を予定しています。

「心がつくる人生」講演会
 　　「心がつくる人生」をテーマに講演会を行います ｡心
豊かな人生を送るために、“心づかい”について考えて
みませんか？

▽と　き　１０月２４日�・２５日�　両日とも午後６時～９時

▽ところ　西目公民館シーガル

▽参加費　２，０００円（テキスト代含む）

▽主　催　財団法人モラロジー研究所

▽後　援　文部科学省 ･由利本荘市 ･市教育委員会

▽申し込み先　秋田本荘モラロジー事務所
　　代表　鈴木幸雄さん（�３３－２３３３）

振興課　�３３－４６１０

生涯学習課　�３３－２３１５

■由利本荘ベースボールクラブ・セレクション開催

▽とき…１０月２２日�　午前９時～午後０時３０分

▽ところ…鳥海球場　

▽内容…５０�走、遠投、打撃（走塁）、守備　

▽対象…原則として由利本荘市・にかほ市の在住者や出身者、
　　または職場を有する１８歳以上の人

▽持ち物…野球関連一式（ユニホーム、スパイク、グローブ等）

▽申し込み…１０月１８日�まで、松田さん（〒０１５－０５０３　由利
　　本荘市鳥海町栗沢字上田野４　ＦＡＸ５７－２９４７）

▽お問い合わせ…由利本荘ベースボールクラブ事務局長　
　　佐々木さん（�０９０－３３６６－００５４）
■秋田県ボランティア・市民活動研究集会 inゆり

▽とき…１１月２５日�　午後１時～４時３０分

▽ところ…広域交流センター

▽内容…風変わりなフォーラム（地元貢献会社の自慢大会、地
　　元ボランティア団体による自慢大会）、バザーなど
※バザー出店団体も募集中です。

▽申し込み・お問い合わせ…高橋さん（�・ＦＡＸ６２－６０７８、
　　メールアドレスaya043@mail.edinet.ne.jp）
■「精神保健福祉研修会」を開催します

▽とき…１０月２７日�　午後１時３０分～４時

▽ところ…本荘グランドホテル

▽内容…講演（講師／秋田大学医学部精神科　菅原純哉先生）

▽お問い合わせ…（医）荘和会障害者自立支援センター「和」
　　村井さん、保科さん（�２３－６７７７）
■「ふれあい交流会」へどうぞ

▽とき…１０月２８日�　午前１０時～正午　

▽ところ…本荘体育館　　※参加無料

▽講師…日本レクリエーション協会　油井千弘さん、荒木秀一
　　さん

▽お問い合わせ…（医）荘和会障害者自立支援センター「和」
　　村井さん、保科さん（�２３－６７７７）
■第４回公開仏教講座

▽とき…１０月２９日�　午後２時～４時

▽ところ…蔵堅寺（日役町）

▽内容…「仏教伝来」―どう生きたいのでしょう

▽講師…蔵堅寺住職　門脇俊明老師

▽お問い合わせ…参禅会（�２２－３２２７）
■清徳幼稚園「パンダくらぶ」に遊びにおいで！

▽とき…１１月４日�、１２月２日�　午前１０時～１１時３０分

▽ところ…清徳幼稚園　　 ▽持ち物…内ズック

▽お問い合わせ…清徳幼稚園（�２４－２５０１）
■「ゆり養祭」へおいでください

▽とき…１１月３日�　午前９時３０分～午後２時４０分

▽ところ…ゆり養護学校

▽お問い合わせ…ゆり養護学校　小林さん（�２７－２６３１）
■チャリティシャンソンの午後２００６

▽とき…１１月１９日�　午後２時～４時（午後１時～開場）

▽ところ…アクアパル多目的ホール

▽出演者…ささき絢子、岸ミツアキ、箱石ひろと

▽チケット…２，５００円（当日券あり）

▽お問い合わせ…国際ソロプチミスト本荘　江幡さん（�２２－
　　１５５７）、岡村さん（�２２－１６１０）

※１１月１５日号へ掲載希望の原稿は１１月１日（水）が締め切りです。

大 内 地 域大 内 地 域

■第２３回元祖とろろめし大喰い大会を開催

▽と　き　１０月２９日�
　　開会式／午前１１時２５分、競技開始／１１時４５分

▽ところ　大内総合支所前駐車場（雨天時は公用車ガ
　　レージ）

▽申込方法　ハガキ（住所、氏名、電話番号を明記）ま
　　たは電話で。

▽受付期間　１０月２日�～１０月２０日�

▽参加人数　限定４０人。申込者多数の場合は後日、ハガ
　　キで当落をお知らせします。　　 ▽参加料　５００円

▽キャンセル待ち受付　午前９時３０分～

 ■読み聞かせ教室『おはなしのへや』
　出羽伝承館では毎月第４土曜日におはなしのへやを開
催しています。今月は大内地域市民祭に合わせて、会場
を変更して行います。

▽と　き　１０月２８日�　午前１１時００分～

▽ところ　大内総合支所市民相談室

▽問い合わせ先　出羽伝承館（�６２－０５０５）
　※読み聞かせボランティア会員も募集中です！

産業課　�６５－２２１６

大内公民館　�６５－２２１０
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■鳥海文化講演会／講師は西木正明さん

▽と　き　１１月３日�

▽ところ　紫水館

▽演　題　　「今、世界の辺境で
　　　　　　何が起きているか ｣

▽講　師　作家　西木正明さん

▽開　演　午後１時３０分～３時
　　　　　　（開場 午後１時）
　※入場は無料です。
　※カメラ、ビデオカメラ、テープレコーダーなどの持
　　ち込みは禁止します。

■第１９回ふるさと鳥海の会総会・懇親パーティー

▽と　き　１１月１２日�

▽ところ　アルカディア市ヶ谷（東京都千代田区）

▽懇親会費　男性１０，０００円　女性８，０００円

▽申込期限　１０月３１日�

▽申し込み・問い合わせ先　〒０１５－０５９２　由利本荘市
　　鳥海町伏見字赤渋２８番地１　ふるさと鳥海の会本部
　　事務局 （鳥海総合支所振興課内　�０１８４－５７－２２０１
　　ＦＡＸ：０１８４－５７－２０７６）
　　E-mail：cki-shinko@city.yurihonjo.akita.jp
☆ふるさと鳥海の会では新会員を募集中です�旧鳥海町
　出身者に限らず、鳥海にゆかりをお持ちの方も加入で
　きます。年会費は２，０００円。首都圏にお住まいの親類、
　友人、知人にお知らせください。
■第４３回鳥海地区小中学校音楽祭

▽と　き　１０月３１日�　午後１時３０分～

▽ところ　鳥海中学校体育館

▽内　容　鳥海中生徒、直根・川内・笹子各小児童によ
　　る合唱、合奏、吹奏楽演奏など鳥海地区の児童生徒
　　が一堂に会し、音楽の時間やクラブ活動、部活動な
　　どで練習した歌や楽器を演奏して交流を深めます。
　　お誘い合わせのうえ、おいでください。

鳥海公民館　�５７－２８８１

振興課　�５７－２２０１

鳥 海 地 域鳥 海 地 域 由 利 地 域由 利 地 域

■旧鮎川小「秋の交流会」のご案内
　閉校になった旧鮎川小学校を会場に、秋の交流イベン
トが開催されます。講演と併せ、旧鮎川小や旧鮎川中の、
懐かしい校歌の合唱や演奏をお楽しみください。

▽日　時　１０月２９日�　１０時～１３時

▽会　場　由利本荘市南福田／旧鮎川小学校

▽内　容　＊講演会（１０時～１０時４０分）
　　　「全国の廃校活用について思うこと」
　　講師　甲斐良治さん（増刊「現代農業」編集主幹）
　　＊秋のミニコンサート（体育館）
　　　　（１１時～１２時３０分）
　　・ブラスバンド演奏（秋田シティブラス）、コーラ
　　ス（校歌合唱ほか／地元コーラスグループ）、フラ
　　メンコ（踊り、歌、ギター／ロス・リリアス）
　※入場無料。スリッパなどを持参してください。

 ■石川好先生の「文化講演会」

▽と　き
　　１１月３日�／文化の日
　　午後１時３０分～午後３時３０分

▽ところ
　　由利コミュニティセンター
　　　「善隣館」

▽テーマ
　　　「地域の文化をどう守るのか」

▽講　師
　　秋田公立美術工芸短期大学                
　　学長　石川　好　先生　　※入場無料

振興課　�５３－２１１２

生涯学習課　�５３－２２４５

■矢島郷土文化保存伝習施設企画展
　やしまの手仕事　～染～

▽期　間　１０月２８日�～平成１９年２月１１日�

▽時　間　午前９時～午後５時 
　江戸時代から明治時代中ごろまで、４代にわたり矢島
で染屋を営んでいた旧家の資料を紹介します。染職人の
技と、現代にも通じる染型の意匠をぜひご覧ください。

▽休館日　毎週月曜日（祝日の場合は火曜日）、１２月２８日
　　～１月４日

■公共施設休館日（１０月下旬）

▽青少年ホーム　１０月２２日�、日曜・祝日の夜間（午後
　　５時～）

▽寿康苑　１０月１５日�・２３日�

▽福祉会館　１０月２２日�

■健康相談

▽期　日　１０月１７日�

▽時　間　午前９時３０分～午前１１時

▽場　所　寿康苑（新荘方面の送迎日です）
■日本一の津軽民謡を楽しみませんか？
　津軽民謡日本一の吉岡正男氏一行が寿康苑に来ます。
迫力ある唄と踊りをお楽しみ下さい。皆様お誘い合わせ
の上、おいでください。

▽日　時　１０月２１日�

▽開　演　午後０時３０分

▽場　所　寿康苑大広間

矢島郷土文化保存伝習施設　�５６－２２０３ 寿康苑　�５６－２９４０

矢 島 地 域矢 島 地 域

福祉会館　�５６－２２０５生涯学習課　�５６－２２０３
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〈９月１６日～３０日受付分〉
原　田　 大 　 聖 ちゃん（幸　樹さん）石脇

たい せい

松　井　 智 　 生 ちゃん（繁　樹さん）下大野
とも き

菊　池　 拓 　 海 ちゃん（勝　大さん）三条
たく み

菊　地　 悠 　 衣 ちゃん（　豊　さん）給人町
ゆ い

佐　藤　 夢 　 歌 ちゃん（　歩　さん）水林
む う

猪　股　 子 　 竜 ちゃん（義　博さん）一番堰
し りゅう

工　藤　 琉 　 衣 ちゃん（真　貴さん）川口
る い

斉　藤　 流 　 南 ちゃん（和　彦さん）二十六木
る あ

佐　藤　 諒 　 青 ちゃん（朝　之さん）薬師堂
りょう せい

小　野　　　 弾 ちゃん（隆　二さん）薬師堂
だん

佐　藤　 優 　 翔 ちゃん（昭　彦さん）石脇
ゆう と

小　松　 未 　 侑 ちゃん（善　弘さん）小人町
み ゆう

佐　藤　 洸 　 太 ちゃん（裕　紀さん）石脇
こう た

本　間　 花 　 純 ちゃん（　透　さん）川口
か すみ

小　澤　 智 　 佳 ちゃん（里　志さん）石脇
とも か

大　野　 紅 　 晴 ちゃん（格　久さん）観音町
こう せい

菊　地　 詩 　 音 ちゃん（倫　之さん）一番堰
し おん

遠　藤　 茉 　 央 ちゃん（正　喜さん）鶴沼
ま お

中　野　 妃  香  莉 ちゃん（　大　さん）三条
ひ か り

土　田　 檜 　 斗 ちゃん（健　治さん）石脇
かい と

大　野　 祥 　 雲 ちゃん（　博　さん）岩城赤平
しょう うん

前　川　 優 　 心 ちゃん（一　也さん）岩城内道川
ゆう しん

能登屋　 耀 　 斗 ちゃん（　淳　さん）岩城内道川
あき と

佐々木　 颯 　 太 ちゃん（雄　平さん）小栗山
そう た

阿　部　 翔 　 琉 ちゃん（伸　幸さん）羽広
かい り

武　田　 優 　 愛 ちゃん（朋　輝さん）大内三川
ゆ あ

安　保　 詩 　 織 ちゃん（進　一さん）西目町沼田
し おり

荒　川　 琢 　 海 ちゃん（秀　志さん）西目町海士剥
たく み

松　本　 昊 　 也 ちゃん（健　彦さん）西目町出戸
こう や

長谷山　 琉 　 飛 ちゃん（哲　也さん）西目町出戸
りゅう と

斉　藤　 統 　 也 ちゃん（　誠　さん）西目町出戸
とう や

（　）は保護者

「おくやみ」「お誕生」に掲載を希望される方は、市民生活課または各総合支所市民課、出張所窓口にお申し出ください。

〈９月１６日～３０日受付分〉
小　石　康　弘さん（６７歳）砂子下
佐　藤　定　男さん（５９歳）一番堰
佐　藤　治　良さん（７２歳）松街道
矢　口　寛　男さん（５９歳）美倉町
佐々木　キヨヱさん（７４歳）石脇
�　橋　一　夫さん（５８歳）西梵天
吉　田　常　男さん（７５歳）石脇
小　松　ツ　サさん（７０歳）鳥田目
木　内　徳　助さん（７８歳）万願寺
村　上　ヨ　ネさん（９１歳）石脇
山　下　金　三さん（６２歳）石脇
篠　田　キ　クさん（９１歳）内黒瀬
篠　田　三　朗さん（６９歳）内黒瀬
加　藤　マサヨさん（８９歳）赤沼町
土　門　　　榮さん（６９歳）藤崎

佐々木　テツミさん（８０歳）西小人町
大　坂　ツタ子さん（６３歳）砂糖畑
佐　藤　ミ　サさん（７９歳）矢島町立石
木　村　昌　二さん（８８歳）矢島町元町
佐　藤　　　一さん（９０歳）矢島町荒沢
佐々木　キミヲさん（９６歳）矢島町川辺
青　野　長　悦さん（５２歳）岩城君ヶ野
�　橋　與　吉さん（８９歳）岩城勝手
木　村　ト　シさん（７２歳）岩城勝手
佐々木　イ　ネさん（８２歳）黒沢
佐々木　キミエさん（８５歳）前郷
阿　部　長市郎さん（６４歳）岩谷麓
畠　山　�　正さん（７１歳）東由利老方
伊　東　政太郎さん（８９歳）東由利蔵
佐々木　　　繁さん（７２歳）西目町沼田
栗　田　　　紆さん（６１歳）鳥海町上笹子
赤　川　フ　ミさん（８８歳）鳥海町下笹子
太　田　忠　二さん（９４歳）鳥海町上笹子

おくやみ申し上げます

　今野さんは昭和３３年に旧岩城町消防団員となら
れ、平成１２年から１７年３月まで旧岩城町消防団長、
合併後は岩城支団の支団長を務められ、通算４６年
余にわたり地域の消防活動に尽力されました。

（享年６８歳・岩城二古・８月２５日逝去）

瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章瑞宝単光章 消防功労 今　野　春　雄さん

広報ゆりほんじょう ２２

■おじいちゃん、おばあちゃん、一緒に遊びましょ！
　収穫したサツマイモをお茶請けに、園児がお茶を点ててごち
そうしたり、一緒に遊んだりします。お孫さんが在園していな
い方も、ぜひどうぞ！

▽とき…１０月１９日�　午前１０時～１１時３０分

▽ところ・お問い合わせ…若草幼稚園（�２２－０８５２）
■「ひなた」に参加しませんか
　ひきこもりなど、生きづらさを抱える若者の会です。

▽とき…１０月２１日�　午後１時３０分～４時３０分

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム和室

▽お問い合わせ…三浦さん（�２３－２１９２）
■本荘ゴルフ協会主催　第４２回本荘市民ゴルフ大会

▽とき…１０月２２日�　午前８時～

▽コース…秋田プレステージゴルフ倶楽部

▽参加費…３，０００円　※プレー代その他は自己負担

▽対象…由利本荘市に在住、在勤、または深く関わりをもつ方

▽応募のきまり…①職場、町内、サークル、グループの仲間４
　　人１組。②１チームが４人に満たない場合は、１人および
　　２人の申し込みでも可とする。先着１２０人まで。

▽申し込み…１０月１５日�まで、�タカハラ広告内（�２３－０３０５
　　・ＦＡＸ２４－２８３２）
■第３０回由利吹奏楽団定期演奏会

▽とき…１０月２２日�　午後１時３０分～開場、午後２時～開演

▽ところ…本荘文化会館　　

▽入場料…前売り：一般／１，０００円、学生／５００円
　　　　　当日：一般１，２００円、学生／７００円

▽構成…第１部／クラッシック・ステージ、第２部／Ｂｉｇ　Ｂａｎｄ
　　Ｊａｚｚ・ステージ、第３部／ポップス・ステージ

▽ゲスト…片岡雄三（Ｊａｚｚ　トロンボーン奏者）

▽お問い合わせ…由利吹奏楽団事務局（�７４－６６２５）
■第２６回西目高校吹奏楽部定期演奏会

▽とき…１０月２２日�　午後１時３０分～開場、午後２時～開演

▽ところ…西目公民館「シーガル」　　　 ▽入場料…無料

▽構成…第１部／クラッシックステージ、第２部／ポップスステージ

▽お問い合わせ…西目高校吹奏楽部　櫻庭さん（�３３－２２０３）
■１０月２８日（土）は「水林新生園祭」へ

▽とき…１０月２８日�　午前１０時～午後２時

▽ところ・お問い合わせ…水林新生園（�２３－３５７５）
■「あまさぎ祭り」へおいでください
　縁日コーナー、バザー、屋台メニューなど盛りだくさん！午
後２時からは浅野梅若社中ご一行様による演芸もあります。

▽とき…１０月２８日�　午前１０時～午後３時

▽ところ…介護老人保健施設あまさぎ園、ケアハウス高城
▽お問い合わせ…あまさぎ祭り実行委員会（�６２－５００１）

■三浦 玉  瑚  都 　筝演奏会「弾」
たま こ と

　ふるさとへの感謝のコンサートにしたいと思っています。

▽とき…１１月４日�　午後１時～開演

▽ところ…ホテルアイリス　　 ▽入場料…１，０００円

▽内容…日本の歌曲や、ものがたりを筝、十七絃、尺八にのせ
　　て語りながら演奏する新しい試みの曲「雪ものがたり」等

▽お問い合わせ…竹内さん（�２２－２１６０）

■育児サークル「新婦人親子リズム会」であそぼ！
　親子でリズム遊びを楽しみながら、育児の情報交換も！

▽とき…１０月１９日�、２６日�
　　いずれも午前１０時３０分～正午

▽ところ…広域交流センター　

▽内容…リズム体操、手遊び、絵本

▽対象…０歳から就学前までの乳幼児と保護者
※時間通りでなくても、途中からの参加でも大丈夫です。

▽お問い合わせ…近藤さん（�２４－２７６７）
■「西馬内盆踊りサークル」で楽しんでみませんか

▽とき…１０月２８日�、１１月２４日�　午後６時３０分～８時３０分

▽ところ…砂子下コミュニティーセンター２階

▽持ち物…浴衣　　 ▽指導…藤蔭小枝氏

▽お問い合わせ…佐藤さん（�２３－３８７９）
■パッチワークのさいふを作ってみよう
　アンティック風の金具を使ったがま口型のさいふです。

▽とき…１０月２３日�　午前１０時～午後０時３０分

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム　

▽講習料…２，８００円（材料費含む）

▽内容…ヘキサゴンのお花をアップリケします。

▽持ち物…裁縫道具、定規、鉛筆

▽申し込み・お問い合わせ…ドリームテテ　打矢さん（�７４－６０６２）
■古流いけばな特別研究会
　現在お稽古をお休み中の方々もぜひ参加してください。

▽とき…１１月１２日�　午前１０時～午後３時ころ

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム

▽会費…２，０００円程度（花材、お弁当など）

▽内容…お生花または現代華

▽講師…技芸院教授　上野理彰先生

▽申し込み・お問い合わせ…熊谷さん（�２２－４５７１）
■本荘幼稚園「ハッピーデー」へおいでください

▽とき…１０月２８日�　午前１０時３０分～午後２時

▽内容…レストラン、模擬店、物品販売、おみやげ販売、こども作品展など

▽ところ・お問い合わせ…本荘幼稚園（�２２－３１１６）
■ザ股旅＆由利の会　東北夢の競演
　粋に…かっこよく…これが股旅だ！

▽とき…１０月２９日�　午前１０時３０分～開演

▽ところ…本荘文化会館　　 ▽入場料…１，５００円

▽お問い合わせ…三浦さん（�５３－３１２５）
■第９回カジュアルダンスパーティー

▽とき…１０月２９日�　午後１時３０分～４時　　

▽ところ…アクアパル　　

▽会費…１，５００円（前売り整理券には抽選券付き）

▽入場整理券のお求め・お問い合わせ…竹内さん（�０９０－
　　３３６３－９２６３）
■「アンニョン韓国語教室」受講生募集

▽とき…１０月２８日�から毎月最終土曜日　午後６時～８時

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム　　 ▽講師…季明南さん

▽教材費…月１回１，０００円（テキスト別）

▽申し込み・お問い合わせ…ＶｉｖａⅡ事務局　高原さん（�２３
　　－０３０５、ＦＡＸ２４－２８３２）

第２９回
東西対抗民謡・民舞チャリティーショー

▽開演…午前１０時３０分～　　 ▽ところ…広域交流センター
前売り券：１，０００円、当日券：１，３００円

１０月２２日
（日）

※１１月１５日号へ掲載希望の原稿は１１月１日（水）が締め切りです。


